


2018年度のボランティアセンター活動報告書刊行に寄せて
ボランティアセンター長　岡　本　哲　和　

関西大学ボランティアセンターは、2019 年に開設 14 年目を迎えます。
大学内では、ボランティア活動が座学では得られない心の成長を促す活動であるとの理解とそ
の必要性についての認識が広がってきています。これも多くの関係者の皆様のご支援のたまもの
です。ここに厚くお礼申し上げます。
ボランティア活動に参加する学生の動機は、ボランティア活動を通じて社会に貢献したい、ボ
ランティア活動を通じて人とのつながりを得たい、ボランティア活動を通じて知見を広めたい、
など様々です。これまで、当センターでは1人でも多くの関大生がボランティア活動に魅力を感じ、
最初の一歩を踏み出せるように、いろいろな取り組みを行ってきました。その結果、ボランティ
ア活動参加者は毎年 2千名近くへと増加し（当センター主催プログラムのみ）、それがさらなる学
生による自主的なボランティア活動へと発展する呼び水にもなっています。
当センターの活動の一例として、学生スタッフが企画・運営したボランティア体験ツアーがあ
ります。そのテーマは、環境保全に関するもの、地域貢献に関するもの、子どもに関するもの、
清掃活動に関するもの、防災に関することなど、きわめて多彩です。学生自らによって学生目線
に基づいて社会や学生の関心を理解した上で考え出された企画は、ボランティア活動に対し多く
の学生が持っていた先入観をよい意味で変えて、「自分ももっと活動に参加したい、ボランティア
の精神を大学内にもっと普及させたい」と感じさせる内容となっています。
関西大学は 2016 年に創立 130 周年を迎えました。そして来たるべく 150 周年を見据え、長期ビ
ジョン「Kandai Vision 150」が策定されました。その中で、ボランティアセンターは新たなテー
マとして「関西大学＝（イコール）ボランティア」を掲げました。情報機器の普及などにより人
と直接的に関わる機会が少なくなりつつある現代において、ボランティア活動を通じて様々な人
と交流し、多くの価値観に触れ、また仲間と協力し何かを成し遂げることは、学生にとって貴重
な気づきと成長の機会になります。すべての関大生が豊かな人間性を持ち、リーダーシップを発
揮して社会に貢献できる学生となるよう、支援活動を広げ、大学の重要な柱となるように上記の
テーマを掲げました。
ボランティアセンターによる 2018 年度の取り組みの一部を紹介いたします。
2018 年度は、大阪北部地震、西日本豪雨、台風直撃による広域被害、関西国際空港の水没など、
地震や水害などの大規模な災害に見舞われ、災害とボランティアがますます注目された年度でし
た。これに関し、2018 年 10 月の関大防災DAYでは、学生スタッフの企画である「炊き出し訓練
ボランティア」を実施しております。
2019 年 2 月には、堺キャンパス近くの大和川河川で清掃活動ボランティアを実施いたしました。
当日は、関大生と大学関係者だけではなく、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社の社員
も含めて約 550 名が参加しました。当日の様子はテレビ、新聞等にて取り上げられるなど社会的
にも注目されました。
また、当センターは関西大学キャンパスが立地する吹田市・高槻市・堺市の行政や市民団体と
も連携し、様々なボランティア活動にも積極的に取り組んで各方面から高い評価を得ています。
詳細については、本報告書をご覧ください。
これからも、ボランティアセンターの多彩な活動と新たなチャレンジに対し、益々のご理解と
ご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

2019 年 8 月　
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関西大学ボランティアセンターは、関大生のみなさんがボランティア活動を通して多くの学び

や気づき、貴重な経験等が得られるよう、日々新たなボランティア活動支援を模索しています。

2018年度は新たな取り組みとして、本学千里山キャンパス内で炊き出しボランティアを実施しま

した。2018年は様々な自然災害が日本列島を襲いました。６月18日に発生した大阪北部地震で

は、千里山キャンパスがある吹田市でも大きな被害がありました。当センターでも災害発生時

に取り組めることは何かということを模索し、本学で毎年開催している「関大防災Day」に参加

し、炊き出しボランティアを実施しました。当日はボランティアセンター学生スタッフや学生有

志を中心に、20㎏のお米から大量のおにぎりを作成し、提供しました。

以上のように、新たな事業に取り組む一方で、従来よりセンターが取り組んできた事業にも継

続的に取り組み、地域が抱える課題に向き合いました。これからも地域に支えられる大学とし

て、社会からの要請に応えられることは何かを模索しながら、活動を展開していきたいと考えて

います。

センター登録者は累計4,961名を突破しました。

 データ   ボランティアセンター登録者数

年度 登録者数

2005 28

2006 153

2007 230

2008 233

2009 288

2010 359

2011 422

2012 450

2013 422

2014 472

2015 399

2016 502

2017 526

2018 477

計 4,961
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１　2018年度ボランティアセンター事業報告
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学生スタッフ育成及び学生ボランティア団体への支援1

大阪家庭裁判所との連携事業「大阪家庭少年友の会学生ボランティアプログラム」連携事業4

・ボランティアセミナーin千里山キャンパス
・テーマ別講座　｢学習支援｣ってなんだろう？　～社会環境と子どもの学び～
・災害ボランティアガイダンス（計2回）
・テーマ別講座　レクリエーション講座
　～笑顔にしよう、笑顔になろう！“お楽しみ”の作り方～
・コミュニケーションスキルアップ講座2018（全3回）
　～学生生活で役立つコミュニケーションスキルセミナー
・琵琶湖ツーリズム！関大生で考える環境ボランティアの未来　事後講座

本学学生のボランティア活動支援のための講座・プログラムの実施
（2018年度の主なもの）

2

学生スタッフによる活動3

2018年度ボランティアセンター事業概要

・学生スタッフによるボランティア情報紹介
・ボランティア体験隊
・ボランティア体験ツアー　関大クリーン大作戦
　～千里山キャンパスとその周辺の清掃活動～　
・ボランティア体験ツアー
　関大クリーン大作戦in高槻
・ボランティア体験ツアー
　関大クリーン大作戦in梅田
・ボランティア体験ツアー  ～淀川掃除～　
・関大×梅田  梅田キャンドルナイト2018
　～希望の光～
・ボランティア体験ツアー
　楽しく学ぶ！ナルホド世界ツアー＠
　キッズミュージアム
・ボランティア体験ツアー　～広げよう！未来の関大

生へ！～　オープンキャンパスボランティア
・ボランティア体験ツアー　～関大防災DAY2018　

備えよう！炊き出し訓練ボランティア～
・ボランティア体験ツアー　～千里にみんなの光を

灯そう！千里キャンドルロード2018ボランティア～
・学園祭企画
　「近畿地方の魅力を子ども達に！～近畿巡りツアー～」

・ボランティア体験ツアー
　～初めの一歩でつながる命～　献血ボランティア
・ランナーを全力サポート！学生スタッフと一緒に応援し

よう!!　～第8回　大阪マラソン給水ボランティア～
・ボランティア体験ツアー  まちFUNまつりin関西大学2018
　サイエンスセミナー＆子どもの職業体験＆ミズノ流忍

者学校の補助ボランティア

他大学及び学外の機関との連携で行うもの
・ボランティア体験ツアー～ホタルを守ろう！新川を灯そ

う！～環境保全啓発ボランティア
・ボランティア体験ツアー～飛鳥光の回廊～
・琵琶湖ツーリズム！関大生で考える環境ボランティアの

未来
・第2回  大和川大掃除
　～力を合わせて大和川に輝きと感動を～
・ボランティア体験ツアー
　～魅力発見！吹田クワイ収穫ボランティア～
・ボランティア体験ツアー
　高槻景観美化ボランティア  ～美しい花を守ろう！～

・学生スタッフガイダンス
・学生スタッフ養成講座
・学生スタッフ養成合宿
・学生スタッフ代表者及びグループリーダーとの

ミーティング

・ボランティアセンター教職員と学生スタッフの懇談会
・学内ボランティア団体とのミーティング
・学生スタッフ活動報告会
・学生ボランティア団体合同企画
　ボランティアフェスティバル
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活動イメージ

２　センターが取り組む環境保全活動
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 B   ࡺોᴥʦʳ̔ ʐɭɬͶ᮷ʎɬ˂ ᴦ

2007 年 5 月 11 日に市民団体である、淀川掃除に学ぶ会の
会長が来室され、同会が毎月第 1日曜日に実施している淀川
掃除のボランティア募集協力依頼を受けた。かねてからボラ
ンティア体験ツアーの実施を検討していた学生スタッフが
2007 年 8 月 4 日、ボランティアセンター職員と共に活動に
参加し、これを一般学生に対して行う「ボランティア体験ツ
アー」と位置づけ、以後継続して実施している。
参加者数は、2018 年 11 月には累計およそ 6,900 名となった。関大生にとって「気軽にできる

ボランティア」であり、親しみのある活動として定着してい
る。2011年 1月 21日には、ボランティアセンター学生スタッ
フが国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所長より「淀川
サポーター」として認定された。淀川サポーターとは、淀川
サポート制度の下、淀川河川事務所が管理する一定区間で活
動していること、かつ
定期的に環境保全整備

活動を行っている団体に対して認定される制度である。ま
た、この認定を受けたことや本事業が 2011 年度で 5年目を
迎えた記念として、この年から本学と連携協定を締結してい
るミズノ株式会社及び体育会本部等の協力を得て「淀川大掃
除～みんなの力で輝く淀川～」を 2016 年度まで 6回にわたっ
て開催した。

ᴯ  ࡺ֪۾ોᴥʦʳ̔ ʐɭɬͶ᮷ʎɬ˂ ᴦ

2007 年度から行ってきた淀川掃除と 2011 年度から開催している年 1回の淀川大掃除は、継
続的に活動を続けてきたことが実を結び、清掃してきたエ
リアのゴミは年々減少し、大人数で掃除する必要がないほ
どになった。そこで 2016 年度からは、他の河川の美化にも
貢献したいという思いから新たな清掃エリアについて検討
を重ねた。その結果、①堺キャンパスのボランティア団体
WEVOと連携し、堺キャンパス近くの大和川の清掃を「ボ
ランティア体験ツアー」として実施していること、②継続的

に清掃しているものの大和川の環境状態がまだまだ芳しいとはいえないという２つの理由から、
2017 年度から大掃除の場所を淀川河川敷から大和川河川敷へと移すこととなった。2019 年 2 月
17 日（日）には「第 2回大和川大掃除～力を合わせて大和川に輝きと感動を～」を開催し、淀
川大掃除と同様にミズノ株式会社及び体育会本部等の協力を得て、550 名もの人数が参加する大
イベントとなった。参加者にとって、社会人や併設校の生徒といった普段関わることのないたく
さんの方と関わる有意義な時間となった。
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ᴰ ȌᝓްÎÐÏศ̷ɆɢȦៈሬɁ᥅ȻɁᣵଆ̜ഈȍ

  琵琶湖ツーリズム！関大生で考える環境ボランティアの未来  
2017 年度に初めて、認定NPO法人びわこ豊穣の郷が取り
組んでいる特定外来生物「オオバナミズキンバイ」の駆除活
動に参加した。「オオバナミズキンバイ」は水陸両生の水草
で、その生息域を急速に拡大しこのまま放っておけば淀川水
系全てに広がってしまう恐れがある。この水草は茎や葉の断
片からも再生するため、機械ではなく手作業で根や茎をでき
るだけ残さないような駆除作業をする必要があり、ボラン
ティアの力が求められている。継続的に取り組んでいる地域のボランティアの力で南湖ではオオ
バナミズキンバイは減少傾向にある。

ボランティアセンター開設時より清掃ボランティアに取
り組み、多くの関大生が環境について考える場となった「淀
川」の源流が琵琶湖である。また他にも、芥川での掃除やア
ユの産卵場整備、特定外来生物ミズヒマワリ駆除活動など、
当センターでは琵琶湖を源流とする淀川水系で多様なボラ
ンティア活動を展開しており、今回関わりが深い琵琶湖での
清掃活動を通し身近な環境問題について学びを深めた。

当日（3月 2 日）は、学生スタッフ 13 名、教職員 4名がボランティアとして参加した。湖岸
のゴミ拾いを行った後、琵琶湖の環境について考えるワークを実施し、参加者同士が意見交換を
行うなど普段の生活のなかで自分達にできることが何かについて模索した。

ᴱ Ȍ܌ᓦᅇஓᮓరˁ ᩜᛴޙ۾ȻɁڒ٥ᣵଆ̜ഈȍ

明日香村は、数々の日本の歴史的遺産を保有する地域であ
り、1972 年の高松塚古墳の発掘調査は本学の故 網干名誉教
授（明日香村名誉村民）の指揮のもと行われ、石室、壁画の
発見をはじめ、明日香村と長きにわたり親密な関係を築いて
いる。そして、2006 年、あらためて地域連携に関する包括
協定を結ぶに至った。本学では「明日香村と関西大学との地
域連携に関する協定」に基づき、継続的な事業として連携を
深め、学生ボランティアの依頼を受けるようになってから 10 年が経過している。明日香村の中
心を流れる飛鳥川における、河川敷の環境保全及び景観改善を目的としたボランティア活動にも
取り組んでいる。

  飛鳥光の回廊    （ボランティア体験ツアー）
明日香村が毎年開催している「飛鳥光の回廊」に、学生ボランティアの協力を仰ぎたい旨、本
学の社会連携センターを通じて依頼があり、2011 年度より明日香村との連携事業の一環として、
当センターも本事業に参加している。
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初年度は、当日のみ参加し、明日香村の方が予め考案した
デザイン図を基に、灯篭を並べ点火する形であったが、2012
年度より、企画の段階から学生が本事業にかかわり、学生ス
タッフと学生ボランティアが一緒に灯篭のデザイン図を考
える形に変更し、より一層やりがいや達成感が感じられる活
動になった。
2018 年度は 9月 22 日・23 日に開催され、一般学生 13 名、

学生スタッフ 39 名がボランティアとして参加した。今年度のキャンドルデザインは「明日香村
の秋」をテーマに、当センターは石舞台古墳周辺を飾る灯篭
のデザインの制作、配置、ろうそくの点火などを担当した。
石舞台古墳では秋らしい赤とんぼや、いちょうの葉を表した
デザインの地上絵が美しく輝いた。また、新たな取り組みと
して島庄大字集会所にて、明日香村を訪れた人を対象として
飛鳥時代に身につけられていた衣装である「古代衣装」の着
付け体験を実施し、村内に古代衣装を身にまとった人が往来
する景色が広がった。

ᴲ Ȍᯚ഼ࢍȻɁᣵଆ̜ഈȍ

  摂津峡クリーンアップボランティア    （ボランティア体験ツアー）
当センター学生スタッフは、高槻市の職員や高槻市社会福
祉協議会と定期的にボランティアニーズに係る打合せを実
施している。打合せ会の場で高槻市が 2013 年度から「クリー
ン＆マナーアップ事業」として摂津峡公園周辺の清掃・啓発
活動を実施していることを知り、ボランティア体験ツアーと
して参画することとなった。
※ 2018 年度は雨天のため中止となった。

ᴳ ȌࢍيͶȈࡺᘬȻᓹɥަɞ͢ȉȻɁᣵଆ̜ഈȍ

2011 年１月に、学生スタッフが国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所主催の「淀川サポー
ト制度意見交換会」に出席し、その際に高槻市市民団体「新川姫蛍と花を守る会」の代表より声
をかけていただいたことをきっかけに、関わることとなった。
  ～ホタルを守ろう！新川を灯そう！～ 環境保全啓発ボランティア   （ボランティア体験ツアー）
当該団体は、高槻市の新川に生息する姫蛍の保護活動を中
心に活動する団体であり、姫蛍は大阪府で準絶滅危惧種に指
定されていることから、毎年「蛍の観賞会」を開催し、観賞
者に対して啓発ビラを配付し、環境問題について考えてもら
う機会としている。
学生スタッフは一般学生に、ボランティアとして「蛍の観
賞会」の運営スタッフとして関わることで、環境問題ついて
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考えてもらいたいという想いから、ボランティア体験ツアー
として企画し、活動に参加した。
当日（5月 19 日）は、一般学生 21 名、学生スタッフ 9名
が集まり、姫蛍の啓発ビラ配りや、観賞会に彩りを添えるた
めに新川の河川敷に灯篭を並べた。灯篭の配置については、
事前に参加学生がデザインを考え「KANDAI ♡ヒメボタル」
という文字に決定し、デザイン図を基に設置した。

ᴴ ȌÎÐÏศ̷ǽᓹȻ፲ɁɑȴȸȢɝǽᯚ഼ᜊٛᓻɹʳʠȻɁᣵଆ̜ഈȍ

  高槻景観美化ボランティア ～美しい花を守ろう～    （ボランティア体験ツアー）
高槻市からの紹介を受け、2017 年度よりNPO法人花と緑
のまちづくり高槻景観園芸クラブの活動である「花植え活
動」へ学生スタッフが参加した。
本事業は、地域の方との活動と交流を通して、身近な環境
美化について考える機会となることから、ボランティア体験
ツアーとして実施し、当日（7月 8 日）は、一般学生 4名、
学生スタッフ 10名が参加して、城跡公園の花壇の整備を行っ
た。土を掘り返して枯れた植物を取り除き、夏に植える植物のための土壌づくりを行った。

ᴵ ȌႎࢍȻɁᣵଆ̜ഈȍ

  魅力発見 !! 吹田クワイ収穫ボランティア    
吹田市から紹介を受け、西農園にご協力いただき吹田の特
産物である「吹田くわい」の収穫作業に参加させていただいた。
当日（12 月 16 日）は、一般学生 5 名、学生スタッフ 10
名が集まり、胴長を着てくわいの収穫作業を行った。水分を
含んだ畑に入り地中にあるくわいを掘り出す作業は大変な
がらも見つけた時の喜びもひとしおであった。

ᴶ ɲɽɷʭʍʡᤆӦ

身近なことからできる環境保護・国際協力活動として、2008 年 7 月からエコキャップ運動を
開始した。
エコキャップ運動は、NPO法人「e-kotonet」などが中心となり行っている活動で、その後一
般社団法人イーコトキャップ、そして 2018 年 1 月からは一般社団法人子ども食堂に受け継がれ
回収を行っている。エコキャップ運動協賛企業がペットボトルキャップを回収し、リサイクルす
ることによって得た利益を認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会」へ寄付する
というものである。
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会」への寄付金は、unicef と連携してワ
クチンが支援先の子どもたちに送られる。また、2018 年度（2019 年 3 月 31 日現在）回収を依頼
したキャップの累計総数は 286,600 個であった。
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10 Ȍ࣍᩸۾ᚹҜȻɁᣵଆ̜ഈȍ

大阪家庭裁判所において行われている、「試験観察中の非
行少年への学習指導」ボランティアプログラムである。当活
動は開始から 13 年目を迎え、活動の意義を考えると、学生
にとっても真摯に取り組むインセンティブとなっており、家
庭裁判所調査官と大阪家庭少年友の会の両者によって学生た
ちが活動しやすいように、様々な工夫を検討していただいて
いる。例年 15 名程度の募集であったが、大阪家庭少年友の
会と検討し、募集人数を増やし、2018 年度は 28 名の登録があった。

＜学生募集及びボランティア登録・実施の過程＞

①ボランティアセンターが法学部（刑事法、親族・相続法など裁
判所関連）、社会学部（心理学関連）、政策創造学部（刑法、刑
事政策）、大学院心理学研究科などの教員へ協力依頼を行う。
②教員の推薦された学生のみ、登録手続きに進む。
③登録した学生への大阪家庭裁判所調査官等による研修を実施す
る。
④少年の都合に合わせ活動計画を調査官とともに相談する。

ᴹᆅεˁஃᜫޙȽȼɁஃፀᴻ

５月 30 日 ６月４日 11 月 28 日 ２月 18 日

オリエンテーション 情報交換会 少年院見学 活動報告会

大阪家庭裁判所８階

中会議室（20 名）

本学・東体育館

多目的ルーム（９名）

奈良少年院（４名） プリムローズ大阪

（９名）

調査官からの試験観察制

度・少年審判・学習指導に

ついての説明を受け、裁判

所庁舎の見学を行った。

学習指導実績のある学生か

ら実際の活動例と工夫を紹

介し、質疑応答を行った。

長期処遇専門少年院につ

いて、更正施設の概要と特

色の説明を受けた後、実際

の施設の見学を行った。

今年度、学習指導実績の

ある学生から、少年の活

動実績と感想を述べ合い、

調査官を交えて意見交換を

行った。

ᴹ࣍ᚹҜᝩ౼ޮȞɜɁɽʫ̔ ʒᴻ

〇指導回数 4 回（中 3）のケース

交友関係に課題のあった少年について、年齢の近い健全な大学生との会話を通して少年の自信の回
復につなげたいと思い、活動してもらいました。ボランティア学生は学習指導を通じた交流の中で、
とにかく少年の話に耳を傾けつつ少年を受け入れた。そのため少年自身も「自分の思いをちゃんと言
えた」と語っており、少年にとって、とてもいい経験となりました。

〇指導回数 3 回（中 3）のケース

少年は出会って間もなくは緊張のために打ち解けられないような感じがしていたが、ボランティア
学生が話しやすい話題から会話をしてくれたため、学習指導をうまく軌道に乗せることができました。

2006 年度 9 名

2007 年度 16 名

2008 年度 14 名

2009 年度 17 名

2010 年度 14 名

2011 年度 19 名

2012 年度 16 名

2013 年度 17 名

2014 年度 15 名

2015 年度 15 名

2016 年度 13 名

2017 年度 19 名

2018 年度 28 名
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〇指導回数 6 回（中 3）のケース

学校に対して不満があった少年に対して、ボランティア学生の方が学習指導の際に、少年の述べる
不満にも耳を傾けつつ学習指導してくれたことが少年の生活の安定にもつながりました。

ᴹ࣍ᚹҜᝩ౼ޮȞɜɁ፱જɽʫ̔ ʒᴻ

〇ボランティア学生の皆さんが少年の学習指導をスムーズに実施するために、様々な工夫をしながら
活動されていることを感じた。
少年に向き合い一人一人の学習の程度を図りながら、指導レベルを合わせ個別に対応してもらうこ
とで、少年にとって「できた」という経験を得ることはとてもプラスに働くことだと思います。自
尊心が低い少年にとってはなおさらだと感じる。少年にとってはこの学習指導はとても良い経験で、
必要なことであると思う。
調査官という立場から、ボランティアの学生に少年のペースに合わせて学習指導をしてもらえるよ
うボランティア学生の方にリクエストをすることもある。限られた時間内でボランティア学生の方
は熱心に学習指導に取り組んでいただいていると感じる。試験観察期間中におけるこの学習指導の
活動について今後も御協力よろしくお願いします。

〇少年にとって試験観察中は、担当調査官との生活状況の確認についてのやり取りが中心になります
が、学習指導を通して少し年上の健全な大学生と交流することが、少年にとってプラスになってい
ると感じた。

〇少年にとって、ボランティア学生のような健全な大学生と関わる機会がないからこそ、この学習指
導は少年の心に残る経験であると感じる。少年の中には「大人＝怒ってくる存在」と思っている子
もいる。しっかり勉強をする機会が今まであまりない少年が多いからこそ、ボランティア学生の方
から個別に学習指導をしてもらうことは本当にいい経験であると思う。

※文中で女子を「少年」と表記しているが、例えば少年法では「満 20 歳に満たない者」を指し、児童福祉法では「小
学校就学から満 18 歳に達するまでの者」を指す。いずれも男子と女子を含んでいう。
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堺キャンパスのある堺市と関西大学は 2008 年に基本協定
を締結しており、大学の教育研究活動と地域資源を融合した
連携事業を実施している。その中で人間健康学部の学生は、
堺市の小中学校に出向いて児童生徒の運動促進を図る取り組
みに協力したり、地域の子どもたちを対象にスポーツ企画を
運営するなど、講義だけでは学べない経験を積み、大きく成
長している。また、関西大学が取り組む教育研究活動の成果
を社会に還元し、地域が抱える諸課題の解決に寄与すること
もめざしている。2018 年度は以下の事業にボランティアと
して参加した。

堺市と関西大学との地域連携は、関西大学の地域貢献協力資金により運営されており、2010 年
度から開始され、2018 年度で 9年目を迎えている。

小学生のための新しいあそび場
（スポーツ教室）

３　堺市との地域連携事業におけるボランティア活動（事務局：堺キャンパス事務室）

事業名 開催日 時間 内容 講師
ボランティア

学生数
（行事参加者数）

会場

堺市民対象
ソフトボール

スクール

5/27
（日）

9：30 ～
11：30

支援学級中学生
ソフトボール交流教室

関西大学　人間健康学部教授
小田　伸午

関西大学　体育会
ソフトボール部監督

吉末　和也

参加者なしの
ため不開講 関西大学

堺キャンパス
Evergreen13：00 ～

15：30
女子中学生対象

ソフトボール教室
29 名

（55 名）

社会的養護の普及・啓発
および社会的養護下にある

子どもの自立支援事業

4 月
～

3 月
―

学生が施設を訪問して
学習指導・

スポーツ指導
―

延べ 41 名
児童養護施設

愛育社

延べ 15 名
児童養護施設

清心寮

延べ 23 名
児童養護施設

泉ヶ丘学院

延べ 9 名
児童養護施設

東光学園

12/16
（日）

13：00 ～
16：00

スポーツ指導
ソフトボール教室

関西大学
体育会ソフトボール部監督

吉末　和也

21 名
（12 名）

関西大学
堺キャンパス
Evergreen

住吉祭神輿渡御
ボランティア 2018

8/1
（水）

13：00 ～
20：00

住吉祭神輿渡御
ボランティア

― 80 名
大和川～住吉大社

宿院頓宮

香ヶ丘商店街を中心とした
浅香山地区のまちづくり

10 月
～

2 月

15：00 ～
18：00

もしくは
15：00 ～

18：30

学習支援
浅香山学童ルーム

―

16 回開催
38 名

（11 名）

浅香山商店街
Caféここいま

7 月
～

3 月

10：00 ～
12：00

もしくは
14：00 ～

16：00

スポーツ教室
小学生のための

新しいあそびの場

15 回開催
122 名

（200 名）

関西大学
堺キャンパス

体育館アリーナ、
Evergreen

人間健康学部
学生ボランティア

ネットワーク

6/1
（金）

15：30 ～
17：30

三国丘中学校
サッカー部での

サポート

関西大学
体育会サッカー部所属

人間健康学部生

1 名

堺市立三国丘中学校

6/8
（金）

15：30 ～
17：30

1 名

6/15
（金）

15：30 ～
17：30

1 名

6/29
（金）

12：30 ～
14：30

1 名

自由研究フェスティバル
in 関西大学

8/2
（木）

10：00 ～
15：00

第 2 回 自由研究
フェスティバル in 関西大

学
―

210 名
（355 名）

関西大学
堺キャンパス

堺市小学校連合運動会
ボランティア活動

10/11
（木）

9：00 ～
15：00

堺市小学校連合運動会
での企画・運営

― 52 名
堺市金岡公園

陸上競技場・野球場

堺区教育・健全育成会議
子どもの居場所事業と
連携した早朝食堂＋

子どもの居場所づくり事業

12/14
（金）

7：00 ～
8：00

関大　モーニング食堂

―

70 名
（20 名） 関西大学

堺キャンパス食堂1/18
（金）

16：00 ～
19：00

関大　イブニング食堂
45 名

（15 名）

平成 30（2018）年度
体力向上推進事業

4 月
～

3 月
―

「体力向上スクールサポー
ター」として堺市内の体力
向上重点校で、レクレー

ションや体育授業、クラブ
活動等を補助

―

1 名 堺市立上神谷小学校

1 名 堺市立東陶器小学校

1 名 堺市立神石小学校

1 名 堺市立津久野小学校

2 名 堺市立津久野中学校
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ボランティアセンターでは、「ボランティア職員と共にセンターの運営事業に携わり、学生目線
から学生のボランティア参加のきっかけ作りを行う」ことを理念とする学生スタッフを置いている。
ボランティアセンター職員は、学生スタッフが主体的に企画・運営ができるようにさまざまな支
援を行っている。また、学生スタッフは関大生にボランティア情報を紹介するために、研修及び活
動調査の一環として「ボランティア体験隊」を実施している。
以下は、当センターが実施しているプログラムである。

ᴮ  ʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟɶɮʊʽʃ

学生スタッフになりたいという学生に対して、職員が 1時間のガイダンスを行っている。内容
としては、ボランティアセンター（ボランティア活動支援グループ）の位置づけ、クラブ・サー
クルとの違い、大学からの支援が手厚いこと、自分たちがボランティア活動に参加するだけの団
体ではなくボランティアの魅力を発信する団体であることなどを中心に、ボランティアに関する
諸注意や学生団体の運営についてのアドバイスを行っている。

ᴯ  ʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟ᭴ផ࣋

当センターでは学生スタッフ自身のスキルアップを目指した研修にも力を入れている。
第 1回コーディネート講座では、ボランティアコーディネートを行う上で欠かせない「傾聴」
のテクニックについて学ぶ機会を設け、実践形式で理解を深めた。
第 3回では、養成合宿前に当センターでの半年間の活動を振り返りながら、「自分新聞」を作
成した。作成した記事を学生スタッフ同士で披露し合い、互いの成長を確認する機会となった。
また、「2018 年度に達成すべき目標」についてディスカッションを実施した。互いの想いを共
有し、意見交換することによって、普段気付くことができていなかったスタッフ間の意識の差や
考え方、不足しているものや得意としていることなどを共有することができ、新年度を迎えるに
あたっての意識の統一をはかる機会となった。

講 座 名 コーディネート講座

日 　 時 第１回　2018 年７月４日（水）　16：20 ～ 19：30

場 　 所 千里山キャンパス　東体育館　多目的ルーム

講 　 師 ボランティア活動支援グループ　村上 翔也

内 容 傾聴力の養成及びボランティアコーディネートの実践練習

講 座 名
ボランティアセンター学生スタッフ養成講座（リーダー研修会）

みんなが幸せになる“脳力”の活かし方　～前編～

日 　 時 第２回　2019 年１月 10 日（木）　18：00 ～ 20：00

場 所 千里山キャンパス　東体育館　多目的ルーム

講 師 MIRACREATION 株式会社 取締役 北川 賢司　氏

内 容
グループワークやマンダラートの作成を通じてボランティアセンター学生スタッ

フが 2019 年の個人目標設定を行う。

４　学生スタッフ育成プログラム
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講 座 名 養成合宿（春）前の活動振り返り講座

日 　 時 第３回　2019 年 2 月 22 日（金）　10：00 ～ 11：30

場 所 千里山キャンパス　東体育館　多目的ルーム

内 容

①一年間の自分のボランティア活動を振り返った新聞を作成する

② ①で振り返った内容を元に、自分に足りなかったところは何かを考え、春合宿

のワークで取り組むマンダラートの中心となる目標を考える

③ボランティアセンター職員の話（１年間の振り返りとして、良かった点や悪かっ

た点について）

講 座 名
ボランティアセンター学生スタッフ養成講座（リーダー研修会）

みんなが幸せになる“脳力”の活かし方　～後編～

日 　 時
第４回　2019 年３月 25 日（月）

第１部　10：00 ～ 11：30　第２部　13：00 ～ 14：30

場 所 千里山キャンパス　東体育館　多目的ルーム

講 師 MIRACREATION 株式会社 取締役 北川 賢司　氏

内 容
２月 25 日（月）・26 日（火）の養成合宿で決定した年度目標を達成するための方

法について、マンダラートを用いて検討を行う。

ᴰ  ʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟ᭴ն߂ᴥஂK ᭣᱖୫ԇᆅሱᴦ

9 月 9 日（日）～ 10（月）に、奈良県の飛鳥文化研究所にて夏の養成合宿を実施した。松村副所長、
鈴木次長、当センターからは小川、村上、三浦が参加し、学生スタッフは 53 名が参加した。合
宿では、「学生スタッフのチームワークを高め、未来に繋がるボランティアセンターについて考
えよう」をテーマに話し合いを行った。合宿班が考えた様々なワークを通じ、参加者は「自身が
学生スタッフとしての活動の当事者である」ことを再認識し、今後の活動への意欲を高める良い
機会となった。
春の養成合宿は、2月 25 日（月）～ 26 日（火）に同じく飛鳥文化研究所で実施した。岡本所長、
松村副所長、鈴木次長、当センターから堀グループ長、小川、村上、三浦が参加し、学生スタッ
フは 23 名が参加した。合宿では、｢学生スタッフの当事者意識の向上｣ と ｢学生スタッフの未来
を考える｣ をテーマとし、グループごとに熱く意見を交わした。ワークを通して、1人ひとりの
ボランティアに対する活動意欲を高める貴重な機会となった。

ᴱ  ʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂Ȼႆޙʃʉʍʟ͍᚜ᐐՒɆɺʵ˂ʡʴ˂ʊ˂ȻɁʩ˂ ʐɭ̔ ɺ

学生スタッフへの日常的な支援として、月に 1回程度職員と代表者がミーティングを行ってい
る。企画準備の進捗状況や団体運営についての相談が中心ではあるが、職員と学生スタッフのコ
ミュニケーションの場にもなっている。代表者と話し合うことで、その時点の学生スタッフ全体
の強みや弱みを知り、団体として成長していけるよう支援している。また、学生スタッフは 5つ
の班に分かれて活動していることから、各班の間での情報共有の場として機能するように、職員
を交えてグループリーダーとのミーティングを行っている。
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ᴲ  ʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟȾɛɞȈʦʳ̔ ʐɭɬͶ᮷ȉ

学生スタッフの活動の目的である「ボランティアセンター職員と共にセンターの運営事業に携
わり、学生目線から学生のボランティア参加のきっかけ作りを行う」ために、当センター職員か
ら「まず自分たちがさまざまなボランティア活動に携わることが重要である」と学生スタッフに
働きかけたことを機に、2010 年から実施している。本企画は、①学生スタッフが自らの体験を基
に関大生にボランティアの楽しさ、やりがいを伝えること、②ボランティア募集団体代表者また
は担当者にお話を伺い、関大生の活動状況を調査することを目的に行った。また、機関紙『Volury』
でも「ボランティア体験隊」を連載し、学生スタッフが体験したボランティアの魅力を伝えている。

ᴳ  ʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟ๊Ӧ֖͢ڨ

活動報告会では、2018年度の学生スタッフの取り組みについて代表・副代表および各班リーダー
が報告し、教職員との意見交換（学生スタッフに期待すること等）、および 4年次生の 4年間の
活動の振り返りを行った。
また、各班の発表内容を受けて岡本所長、松村副所長、福田人間健康学部准教授より講評をい
ただいた。本報告会へは、発表者に加え共に活動に取り組んできた 1・2 年次生も出席し、成果
及び課題を一緒に振り返った。講評で頂戴したご意見は、学生スタッフ内で共有し、次年度の活
動に繋げることとした。

日 　 時 2019 年 3 月 18 日（月）　14：30 ～ 16：00

場 　 所 千里山キャンパス　凜風館 4 階　ミーティングルーム

出 席 者

岡本所長・松村副所長・福田人間健康学部准教授（ボランティア連絡協議会委員）

堀グループ長・ボランティアセンター職員 ( 小川、村上、山本、三浦、大須賀 )、

宇田川国際教育グループ長※、授業支援グループ職員（中井）※

学生スタッフ幹部・各班リーダー・学生スタッフ

※ 宇田川国際教育グループ長、中井スタッフは 2019 年度よりボランティアセンター

に異動
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけ作りとしての講座やコミュニケー
ション能力の向上のための講座などを実施している。

ᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽ ផ࣋ஓሌ᚜ǽ ᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽ

月 日 時　　間 講　　座　　名

5 29 18：00～19：30 ボランティアセミナーin千里山キャンパス

6

27 18：00～19：30
テーマ別講座　｢学習支援｣ってなんだろう？
～社会環境と子どもの学び～

28 14：40～16：10 災害ボランティアガイダンス

7

4 14：40～16：10
テーマ別講座　レクリエーション講座
～笑顔にしよう、笑顔になろう！“お楽しみ”の作り方～

31 15：00～16：30 第2回　災害ボランティアガイダンス

11 29 16：20～17：50
学生生活で役立つコミュニケーションスキルセミナー
～コミュニケーションスキルアップ講座～①
聴き上手になるためのコツ

12

6 16：20～17：50
学生生活で役立つコミュニケーションスキルセミナー
～コミュニケーションスキルアップ講座～②
話し上手になるためのコツ

13 16：20～17：50
学生生活で役立つコミュニケーションスキルセミナー
～コミュニケーションスキルアップ講座～③
コミュニケーション力アップのためのコツ

3 2 13：00～14：00
琵琶湖ツーリズム！関大生で考える環境ボランティアの未来
事後講座

５　各 種 講 座 
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ᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽյሗផ࣋ˁផ͢ǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧ

ᴮ  ʦʳʽʐɭɬʅʩʔ˂ éî ԛࠞɷʭʽʛʃ

ボランティアに関心のある学生やボランティアに参加し
たことがない学生に対して、活動へのやりがいや楽しさを伝
え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボラン
ティア活動への参加を促すこと、また、学生にボランティア
センターを気軽に利用してもらうために、ボランティアセン
ターで受けられるサービス等についての紹介を行うことを
目的とし開講した。講師からボランティアの種類、活動内容
などの幅広い紹介をはじめ、講師ご自身のエピソードも交えながらお話しいただいた。ボランティ
ア経験者から「ボランティアの魅力」についてお話しいただくことで、参加学生にとって自分事

として捉えやすい内容であったと思われる。講師の話の後に
実際にボランティア活動をしている学生から「ボランティア
活動を始めたキッカケ」や「ボランティア活動のやりがい」
等の話を受講者へ伝えた。参加した学生はメモを取ったり、
セミナー終了後に講師に質問をするなど、ボランティア活動
に興味を抱いている様子を伺うことができた。

日　　　時 2018 年 5 月 29 日（火）18：00 ～ 19：30

場　　　所 千里山キャンパス　東体育館　多目的ルーム

講　　　師 社会福祉法人　大阪ボランティア協会　梅田　純平　氏

受 講 者 数 26 名

【受講者の声】

・今後、ボランティアに参加してみたいと思い参加しましたが、ボランティアに関する情報が知れ

て自分が興味のあるボランティアを見つけることができました。　   （システム理工・4年次生）

・今までボランティア活動には参加したことがなく、どんなボランティアがあるのか興味があった

ので参加しました。自分が考えていたよりもボランティアの幅は広く、詳しい話が聞けてよかっ

たです。今後参加してみようと思いました。　　　　　　　　　　　　 （政策創造・１年次生）
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ᴯ  ʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ˁʐ˂ʨҝផ࣋

ǽǽȈޙୈȉȶȹȽɦȳɠșᴼǽᵻᇋ͢ၥہȻފȼɕɁޙɆᵻ

「学習支援」とはどのような活動のことを指すのか、また、
どのような背景（社会問題）から学習支援が行われているの
かについて本学学生に広め、伝えることを目的とし開講した。
当センター内のボランティア掲出状況を見てもわかるよう
に、学習支援に係わるサポートを求める声は年々増えており、
社会におけるボランティアニーズも高まっている。学習支援
が多く求められる背景には、家庭における金銭的な理由だけ
ではなく、子どもが「ひとりぼっち」の状態に陥っているケースも多く見られるとのことである。
今回は現場で様々な取り組みをしておられる講師に現状をお話していただいた。
当センターには学習支援ボランティアに興味のある学生が多く訪れているため、適切なボラン
ティアコーディネートを行うことで、学習支援を求める環境にある子どもたちとボランティア学
生を繋げていきたい。

日 時 2018 年 6 月 27 日（水）18：00 ～ 19：30

場 所 千里山キャンパス　第 2 学舎　C401 教室

講 師 特定非営利活動法人 あっとすくーる　　代表　渡 剛　氏

受 講 者 数 11 名

【受講者の声】

・子どもたちが大学生と関わっていくなかで、いい方向へ変わっていく様子を知って、素晴らしい

ことだと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （社会・１年次生）

・受講する前と後で学習支援に対する印象が大きく変わり、考えさせられました。新しいことを学

ぶことができて良かったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （政策創造・１年次生）
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ᴰǽདʦʳʽʐɭɬɶɮʊʽʃ

連休や夏季休暇を利用して、2018 年 6 月 18 日に大阪府北
部を震源として発生した地震や 6月～ 7月にかけて西日本を
中心に梅雨前線による大雨で河川の氾濫や洪水、土砂災害に
より、生命や身体に危害を受ける災害が発生し、被災地へ災
害・復興支援ボランティアに行くことを検討している学生や
災害・復興支援ボランティアに興味がある学生が多くいる。
学生の「災害・復興支援ボランティア」活動に対する意識
と、身体的、精神的な安全確保の意識を高めるとともに、十
分な情報を得たうえでより良い意思決定が行えなければなら
ない。そのために、最新のボランティア活動状況や、被災地
へ行く際の心構え、学内手続きについて周知することを目的
とし開講した。
第 1回は 6月 18 日に発生した大阪府北部地震後の高槻市
や茨木市での災害・復興ボランティア活動の現状や実際に活
動をしている梅田氏の体験談、災害ボランティアに行く際の服装や持ち物、食事のことなど具体
的な注意すべきことの話があった。
第 2 回は平成 30 年 7 月豪雨の災害・復興ボランティア活動の現状についての動画を用いて
紹介し、実際に活動をしている新宅氏の体験談、災害ボランティアに行く際の注意点等の話が
あった。
実際に災害ボランティア活動に参加している講師から被災地の現状を聞くことにより災害ボラ
ンティアへの関心を高め、学生にも分かりやすい内容であった。

日 時 第 1 回　2018 年 6 月 28 日（木）14：40 ～ 16：10

場 所
高槻ミューズキャンパス　西館　M602 教室・西館 2 階マルチミーティングルーム

［同時中継］千里山キャンパス　新関西大学会館南棟 3 階会議室

講 師 社会福祉法人　大阪ボランティア協会　　梅田　純平　氏

受 講 者 数 千里山 7 名・高槻ミューズ 9 名　　合計 16 名

日 時 第 2 回　2018 年 7 月 31 日（火）15：00 ～ 16：30

場 所 千里山キャンパス　東体育館　多目的ルーム

講 師 社会福祉法人　吹田市社会福祉協議会　地域福祉課　新宅　太郎　氏

受 講 者 数 14 名

【受講者の声】

・実際に地震を経験して、災害の恐ろしさを身を持って知り、少しでも被災地の役に立ちたいと思

い参加しました。今回参加してみて、実際の流れがわかったので、これからどう行動すれば良い

か分かりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （経済・４年次生）

・西日本豪雨災害被災地でのボランティアを検討していたので、今回参加しました。今まではボラ

ンティアに対する知識が無く、無知すぎて行くことをためらっていましたが、情報収集をして、

自分にできることがあるなら行ってみようと思いました。　　　　　　　　 （社会・３年次生）

― 21 ―



ᴱǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ˁʐ˂ʨҝផ࣋

ǽǽȈʶɹʴɲ˂ʁʱʽផ࣋ȉᵻታȾȪɛșǾታȾȽɠșᴞŽȝഒȪɒžɁͽɝᵻ

本講座は、現在子どもに関わるボランティアに携わって
いる学生はもちろん、これから活動してみようという学生、
また、子ども以外でも人と人とを繋ぐ役割を担う学生に「レ
クリエーションとは何か」について学ぶ機会を提供し、様々
な “遊び ” を体験することで、レクリエーションの幅を広げ
てもらうことを目的とし開講した。
ボランティア活動では、子どもと関わる機会が多いが、楽
しんでもらうために何かしようと思っても、咄嗟に対応することは困難である。レクリエーショ
ンは非常にシンプルで、誰でも参加でき、楽しめるものでありながら、実はとても奥の深いもの
である。初対面の人同士が顔を合わせることが多いボランティア活動において、始めにレクリエー
ションを行うと、まるで魔法をかけたように参加者同士が打ち解け仲良くなることができる。本
講座を受講して様々なレクリエーションの引き出しを手に入れた学生には、是非ボランティア活
動の現場で実践して、“お楽しみ ”をつくって欲しい。

日 時 2018 年 7 月 4 日（水）14：40 ～ 16：10

場 所 千里山キャンパス　第 2 学舎　C401 教室

講 師 関西大学　人間健康学部　涌井 忠昭　教授

受 講 者 数 18 名

【受講者の声】

・すごく楽しかったです。自分が実際に体験し、理論や使い方を教えてもらえてよかったです。障

がいのある方や、子どもなど対象が変われば工夫することができるんだなと気付くことができま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （政策創造・４年次生）

・じゃんけん足し算や掛け算において、もし片手が不自由な人がいたらどうするか考えたとき、私

はすぐに思いつくことができませんでした。身体や年齢に合わせてみんなが楽しめるレクリエー

ションをしていくことが大事だと学びました。　　　　　　　　　　　　　　 （文・３年次生）
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ᴲ  ๊ႆႆޙȺमȷɽʩʯʕɻ˂ʁɦ ʽʃɷʵʅʩʔ˂

ǽ  ᵻɽʩʯʕɻ˂ʁɦ ʽʃɷ ɬɻʍʡផ࣋ᵻᴥпᴰوᴦ

ボランティア活動を始めたいが、「自分に自信がなく、最
初の一歩が踏み出せない」という学生もいる。そういった学
生の不安を解消するために、「自分らしいコミュニケーショ
ンの取り方」を知ってもらう機会を提供することを目的とし
開講した。
講座全体を通して、色々な人とのコミュニケーションの機
会が持てるように、毎回メンバー構成を変更して様々なグ
ループワークに取り組んだ。同じものでも視点や視座・視野が異なれば見え方が変わる。相手の
立場に立つことや、相手の心を知ろうとすることはコミュニケーションの一歩である。学生生活
では新たな出会いが溢れているが、その相手はそれぞれ異なった個性を持っている。万人に適応
する魔法の言葉は無いかもしれないが、コミュニケーションをとる際の「自分の意識」の持ち方
は変えることができる。本講座を通して学びとったことを学生生活で活かし、各自に合ったコミュ
ニケーションの取り方を身に付けてほしい。

日 時 2018 年 11 月 29 日～ 12 月 13 日（毎週木曜日・全 3 回） 16：20 ～ 17：50

場 所 千里山キャンパス　凜風館 4 階ミーティングルーム

講 師
NPO 法人　心のサポート・ステーション　代表理事

本学ハラスメント相談員　宮本　由起代　氏

受 講 者 数

第１回　11 月 29 日（木）　14 名

第２回　12 月 ６ 日（木）　９ 名

第３回　12 月 13 日（木）　14 名

【受講者の声】

・今回参加して、相手が心を開きやすくなるような聞き方が大事だと思った。自分が話していて話

しやすいような相手の人が、どのように聞いているのかを観察してマネしてみるのもいい方法だ

と思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （社会・１年次生）

・アサーションという単語を初めて知ったが、自分の気持ちを相手に伝えることができて、尚且

つ、誰も嫌な気持ちにならずに平和でスムーズなコミュニケーションを取ることができる手段な

ので、今後活用していきたいと思いました。　　　　　　　　　　　　　　 （経済・１年次生）
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ᴳ  ၇၈າʎ˂ʴʄʪᴞᩜႆ۾ȺᐎțɞၥہʦʳʽʐɭɬɁఝ఼ǽ̜ऻផ࣋

学生スタッフは定期的に「淀川掃除」を実施しており、環
境問題に取り組んでいる。また 2016 年 9 月には、本学創立
130 周年記念事業として当センターで「富士山清掃ボラン
ティア」を行った。その行程の中で富士山が抱えている環境
問題についての講座を行い、参加者の理解が深まった。そし
て、同年 12 月には環境講座「みんなで考える！環境ミーティ
ング」を行い、参加者が環境問題を “自分事 ” として捉えて
もらうためのワークを行い、講座終了後に淀川掃除を行っ
た。2017 年度は身近な環境問題を考える場として、淀川掃
除 10 周年という節目の年であり、淀川のもっとも大きな水
源であり近畿の水がめといわれる琵琶湖の湖岸において、清
掃活動だけでなく、環境系のボランティア全般についてその
意義と可能性を大学生の目線で考えることを目的とし、ボラ
ンティア活動後に開講した。
午前中は琵琶湖古来の植物を枯らし、生態系を破壊する特定外来生物「オオバナミズキンバイ」
駆除ボランティア活動を実施し、午後から琵琶湖の環境講座およびワークを行い参加者全員で環
境ボランティアの未来を考えた。本講座では、琵琶湖における外来植物駆除活動を継続的に実施
しているNPO法人国際ボランティア学生協会の学生からも活動紹介をしていただいた。講座を
通して、「オオバナミズキンバイ」が猛威を振るう琵琶湖の現状を知り、琵琶湖の赤野井湾の水
質改善や豊かな生態系を取り戻すために一人ひとりが一体何ができるのかを考える機会となっ
た。

日 時 2019 年 3 月 2 日（土）13：00 ～ 14：00

場 所 赤野井自治会館

講 師 認定特定非営利活動法人びわこ豊穣の郷 理事長　金﨑　いよ子 氏

受 講 者 数 13 名

【受講者の声】

・琵琶湖の外来種による被害が深刻であるということを、参加した私たちが多くの人に発信、伝え

ていくことが大切であると思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　 （社会・２年次生）

֤छ講座・講ԋձのϙスタʔ

講座・講演会のポスターは、具体的な内容や写真などを入れて学生が興味を引くデザインに
工夫しています。

注 目

ϨΫϦΤーγϣϯ࠲ߨ
ʙসإʹ͠Α͏ɺসإʹͳΖ ʂ͏
l ָ͓͠Έ zͷ࡞Γํʙ

ϘϥϯςΟΞηϛφー
JO ઍཬࢁΩϟϯύε

ʮֶशࢧԉʯͬͯͳΜͩΖ ʁ͏
ʙࣾձڥͱࢠͲͷֶͼʙ

ֶੜੜ活Ͱཱͭ
ίϛϡχέーγϣϯεΩϧ

ηϛφー
ୈ̍ճ

ϘϥϯςΟΞΨイμϯεࡂ
ୈ̎ճ

ϘϥϯςΟΞΨイμϯεࡂ
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ボランティアηンタʔ
学生スタッフ活動ه
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学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه学生スタッフ活動ه
ボランティアηンタʔ
学生スタッフ活動ه
ボランティアηンタʔ
学生スタッフ活動ه
20182018

まもるくん

「ボランティアセンター職員と共にセンターの運営事業に携わり、
学生目線から学生のボランティア参加のきっかけ作りを行う」ことを
理念に活動している団体です。また、学生スタッフは、関大生にボラ
ンティアを広めること以外に、ボランティア活動への参加や、学外で
行われるボランティアセミナーなどにも積極的に参加しています。
2018 年度においては、新たに 35 名のスタッフが加入し、総勢
73名になり、2018年度も充実した活動となりました。
ここからは、そんな彼ら彼女らの活動を感想も含めて紹介します。

ボランティアηンタʔ学生スタッフͱ・・・

６　ボランティアセンター学生スタッフ活動記録
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学生の中には「ボランティアに関心があるけれど一歩踏み出せない」という学生がおり、学生
スタッフはそのような学生を後押しできるような、さまざまな取り組みを行っている。2018 年
度においては、定例の活動として 4つの取り組みを行った。

当センターでは、職員がボランティアコーディ
ネートを行うだけではなく、学生スタッフも立場が
同じ関大生にボランティア情報紹介を行っている。
学生スタッフがボランティア情報紹介をする時間帯
を設け、ボランティアに関心のある関大生の想いを
聞き、その人に合ったボランティアを見つけるお手
伝いをしている。

普段通っているキャンパス周辺という身近な場所
の清掃を行うことにより、関大生をはじめ、通行す
る人々が気持よく過ごすことができる。ボランティ
ア活動に初めて参加する学生にとっては、授業の空
きコマや昼休み時間に気軽に参加できるボランティ
アであり、身近な場所の清掃を学生スタッフと交流
しながら活動することを目的として実施している。

̍ɹ学生スタッフによるボランティアใհ

定例の活動

̎ɹؔେΫϦʔンେ࡞ઓ�ʙେ学पลのਗ਼活動ʙ

場所 千里山キャンパス周辺（関大裏、関大前通り、名神高速道路沿い）
高槻ミューズキャンパス周辺（阪急高槻市駅～ JR高槻駅周辺）
梅田キャンパス周辺（茶屋町・中崎町周辺）

日時 千里山キャンパス 4 月  15 日 （日）10：00 ～ 11：30　※雨天中止
 5 月  13 日 （日）10：00 ～ 11：30　※雨天中止
 6 月  21 日 （木）12：10 ～ 12：50　
 11 月 24 日 （土）12：20 ～ 14：20 
高槻ミューズキャンパス  4 月  18 日 （水）16：30 ～ 17：50
梅田キャンパス  4 月 22 日 （日）10：00 ～ 11：30
 12 月  2 日 （日）10：00 ～ 11：30

内容 大学（キャンパス）周辺のゴミ拾い
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を設け、ボランティアに関心のある関大生の想いを
聞き、その人に合ったボランティアを見つけるお手
伝いをしている。

普段通っているキャンパス周辺という身近な場所
の清掃を行うことにより、関大生をはじめ、通行す
る人々が気持よく過ごすことができる。ボランティ
ア活動に初めて参加する学生にとっては、授業の空
きコマや昼休み時間に気軽に参加できるボランティ
アであり、身近な場所の清掃を学生スタッフと交流
しながら活動することを目的として実施している。

̍ɹ学生スタッフによるボランティアใհ

定例の活動

̎ɹؔେΫϦʔンେ࡞ઓ�ʙେ学पลのਗ਼活動ʙ

場所 千里山キャンパス周辺（関大裏、関大前通り、名神高速道路沿い）
高槻ミューズキャンパス周辺（阪急高槻市駅～ JR高槻駅周辺）
梅田キャンパス周辺（茶屋町・中崎町周辺）

日時 千里山キャンパス 4 月  15 日 （日）10：00 ～ 11：30　※雨天中止
 5 月  13 日 （日）10：00 ～ 11：30　※雨天中止
 6 月  21 日 （木）12：10 ～ 12：50　
 11 月 24 日 （土）12：20 ～ 14：20 
高槻ミューズキャンパス  4 月  18 日 （水）16：30 ～ 17：50
梅田キャンパス  4 月 22 日 （日）10：00 ～ 11：30
 12 月  2 日 （日）10：00 ～ 11：30

内容 大学（キャンパス）周辺のゴミ拾い

淀川河川敷のゴミを拾うことで、大阪湾へゴミが
流れ込むことを防ぎ、たくさんの人が淀川河川敷を
気持ちよく利用できるようにする、環境と景観を保
護する活動である。本活動は、毎年たくさんの本学
学生が参加し、本学学生にとって「気軽にできるボ
ランティア」として親しまれ、2018 年 11 月で累計
参加者は約 6,900 名となった。

̏ɹཎআ�ʢボランティア体ݧπアʔʣ�

日時 4 月 29 日（日）10：00 ～ 12：30
11 月 11 日（日）10：00 ～ 12：30

場所 淀川河川公園　河川敷 内容 淀川河川敷のゴミ拾い

参加者数 延べ 107 名（ボランティアセンター学生スタッフを含む）

累計参加者数 6,897 名

ු年ࡺોは多くの方に参加いただいているが、今年も多くの方とцに活動すること

ができて本छに良かったと思う。１回生の人だけでなく、幅広い࠙の人に集まっていただ

くことができ、ÏÂ・ÏÇの方など学生だけではなく大人の方に参加していただくことでよ

りЭ実した፻まった活動にすることができたと思う。　　　　　　　   （経済・３年次生）

学生スタッフの声

本学堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷のゴ
ミを拾うことで、たくさんの人が気持ちよく河川敷
を利用できると同時に、堺キャンパス周辺の地域貢
献活動を目的としている。
本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加
しやすい活動場所であることから、堺エリアで活動
を展開しているボランティア準登録団体 WEVO と
も定期的に連携して実施している。

�ɹେআ�ʢボランティア体ݧπアʔʣ�

日時 6 月 24 日（日）10：00 ～ 12：00　※大阪北部地震発生直後であったため中止　
9月 15 日（土）10：00 ～ 12：00　※雨天中止

場所 大和川公園　河川敷 内容 大和川公園河川敷のゴミ拾い
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活 動 風 景

キッズミュージアム

新入生歓迎行事

4月～8月

環境保全ボランテ
ィア
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2018年度ボランティアセンター学生スタッフ実施事業（年間表）

全体 大学班 ธ川班 高槻班 吹田班
明日ᮓ・

梅田班
報部ࢿ ボラリー Ȱのͅ

4
月

・新о生ජᣊ行事 2018
　（4/2 ～ 4/4）

・関大クリーン大ͽ
～ԛ山キャン
パス֚ᣃの清ો～

　（4/15）
　Ɔᫎۿ中ඨ

・ボランティア体
᮷ツアー

　～川ો～
　（4/29）

・ 関 大 クリ ーン
大 ͽ  in ᯚ ഼

（4/18）

・関 大 クリー
ン 大 ͽ  in
ಭ田（4/22）

・4 月ボランティ
アカレンʊー
ͽ成

・Öïìõrù
　（vïì®35）

発行
　（4/1）

・ボランティア
フェスティバ
ル 2018 ～ 助
Ȥ 愛 の ᓹ、
ָ Ƞ ᝐ る ～

（4/9 ～ 4/10）

5
月

・関大クリーン大ͽ
～ԛ山キャン
パス֚ᣃの清ો～

（5/13）
　Ɔᫎۿ中ඨ

・ボランティア体
᮷ツアー  ～ʥタ
ルをަɠșᴞ新
川をཌྷそșᴞ～
ၥہί全啓発ボ
ランティア（5/19）

・5 月ボランティ
アカレンʊー
ͽ成

6
月

・ボランティアي体交流会（6/18）
　Ɔ地のफᬭのため中ඨ

・関大クリーン大ͽ
～ԛ山キャン
パス֚ᣃの清ો～

（6/21）

・ボランティア体
᮷ツアー

　～大和川ો～
（6/24）

　Ɔᫎۿ中ඨ

・ボランティア体᮷
ツ アー　～ 小 学
生に᩻ དにȷい
てഒしく学ɦでも
ɜおșᴞ学童Ɉɟ
あいボランティア
～（6/20）

　Ɔ地のफᬭの
ため中ඨ

・関 大ąಭ 田　
ಭ 田 キ ャン
ʓル ナ イト
2018 ～  ఖ
の光～（6/1）

・6 月ボランティ
アカレンʊー
ͽ成

7
月

・ボランティアʅンター学生スタッ
フ養成講࣋ ɽーʑィネート講࣋

（7/4）
・ʨイバック推進ボランティア
　（7/5）Ɔᫎۿ中ඨ
・ ۿ の 川 ボ ラ ン テ ィアȌ 平 成

ÏÓÁËÁ の川ͤᝢۿ 2018ȍ（7/7）
Ɔᫎۿ中ඨ

・ボランティア体
᮷ツアー  ᯚ഼
 ᜊ Ꮹ ԇ ボラ
ンティア～Ꮹし
いᓹをަɠșᴞ
～（7/8）

・7 月・8 月ボラ
ンティアカレ
ンʊーͽ成

・Öïìõrù
　（vïì®36）

発行
　（7/1）

8
月

・ボランティア体᮷ツアー  ～ഒしく
学ɉᴞナルʥʓ˰ႜツアーᴽキッ
ʄʩʯーʂアム（8/2 ～ 8/3）

・ボランティア体᮷ツアー  ～ࢿȥ
よșᴞఝ఼の関大生ɋᴞ～ɴーʡ
ンキャンパスボランティア（8/4
～ 8/5）

・ボランティア体
᮷ツアー  ～Ƞ
ɟ い な ଈ 津 ࠸
をަɠșᴞଈ津
クリーンアッ࠸
ʡボランティア
～（8/25）

　Ɔᫎۿ中ඨ

9
月

・ボランティアي体交流会（9/3）
・大学ボランティアʅンター  学生

スタッフʅʩナー 2018（9/4）
・2018 年度ボランティアʅンター

学生スタッフ養成合宿（۳）（9/9
～ 9/10）

・ボランティア体
᮷ツアー

　～大和川ો～
　（9/15）
　Ɔᫎۿ中ඨ

・ボランティア
体 ᮷ ツ アー  
～ ᭣ ᱖ 光 の
回 ࣗ ボ ラン
ティア～（9/22
～ 9/23）

・9 月ボランティ
アカレンʊー
ͽ成

10
月

・ボランティア体᮷ツアー  ～関大
᩻ད ÄÁÙ2018 ϶țよșᴞཔȠҋ
しᜡᎃボランティア～（10/25）

・ボランティア体
᮷ツアー

　～川ો～
　（10/22）
　Ɔᫎۿ中ඨ

・ボランティア体᮷
ツアー

　～ԛにɒɦな
の光をཌྷそșᴞԛ
キャンʓルʷー
ʓ 2018 ボ ラ ン
ティア～（10/27）

・大᩸ʨラソン
ፈ 水 ボ ラ ン
ティア事Ұᝢ
 会 に お Ȥ
る学生スタッ
フによるボラ
ンティアጳ̿

（10/28）
・10 月 ボ ラ ン

ティアカレン
ʊーͽ成

11
月

・ボランティア体᮷ツアー
　2018 年学園祭  ᣋ Ⴗ 地 のᰀ

力を子どもᤎにᴞ ～ᣋႷࡼりツ
アー～（11/2 ～ 11/4）

・ランナーを全力サポートᴞ学生ス
タッフとˢ፳にख़援しよș ¡¡

  ～第 8 回大᩸ʨラソンፈ水ボラ
ンティア～（11/25）

・ボランティア体᮷
ツアー

  ～қめのˢඬでȷ
ながる֤～စᚌボ
ランティア（11/13）

・関大クリーン大ͽ
  ÷iôèボランティ
アي体  ～ԛ山
キャンパス֚ᣃの
清ો～（11/24）

・ボランティア体
᮷ツアー

　～川ો～
　（11/11）

・11 月 ボ ラ ン
ティアカレン
ʊーͽ成

12
月

・ボランティア体᮷ツアー「まち
ÆÕÎ まȷり in 関西大学 2018」サ
イɲンスʅʩナーᴣ子どものᐳ業
体᮷ᴣʩʄʘ流॔者学校の補助
ボランティア（12/9）

・ボランティアɽʩʯニティŽëiúõëiž
交流会 2018（12/15）

・関大クリーン
大ͽ  in ಭ
田（12/2）

・12 月 ボ ラ ン
ティアカレン
ʊーͽ成

・Öïìõrù
　（vïì®37）
　発行
　（12/14）

・ボランティア
体 ᮷ ツ アー　
ᰀ力発 ¡¡

   田クワイՖ
ሮボランティ
ア（12/16）

1
月

・ボランティアʅンター学生スタッ
フ養 成講࣋（リーʊー研 ε会）
ɒɦながࢶȮになるŽᑲ力žの
活Ȟし～Ұ～（1/10）

・1・2 月ボラン
ティアカレン
ʊーͽ成

2
月

・ボランティアʅンター学生スタッ
フ養成合宿（ய）（2/25 ～ 26）

・第 2 回大和川大
ો   ～力を合
ɢȮて大和川に
ᢚȠと動を～

（2/17）

3
月

・ボランティアʅンター学生スタッ
フ活動֖ڨ会（3/18）

・ボランティアʅンター学生スタッ
フ養 成講࣋（リーʊー研 ε会）
ɒɦながࢶȮになるŽᑲ力žの
活Ȟし～ऻ～（3/25）

・၇ ၈ າツーリʄム ¡ 関 大 生で
ᐎțるၥہボランティアのఝ఼

（3/2）

・第 1 回 全 国
学 生 ボ ラン
ティアフɳー
ラム（3/2 ～
3/3）
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定例の活動とは別に、学内でのボランティア活動の企画や様々な社会問題の啓発活動を行っている。

企画・キャンペーン活動

新入生歓迎行事で広報活動を行い、新入生や在学
生に当センターの認知度を高めることで、ボラン
ティアをより身近なものに感じてもらう。また、現
在の事業を継続・発展させるべく新たな学生スタッ
フの勧誘を実施した。

̍ɹ৽ೖ生ߦܴ事

日時 千里山　4月 2日（月）～ 4月 4日（水）
　　　　10：00 ～ 18：30
高槻　　4月 3日（火）9：00 ～ 17：00

場所 千里山キャンパス　凜風館 1階横（悠久の庭前）
高槻キャンパス 　A棟前

内容 千里山キャンパスではブースを設置し、ボランティアや学生スタッフの活動に興味
を持った新入生に対して、ボランティア情報や活動内容の紹介を行った。高槻キャ
ンパスではビラ配布によるボランティアセンターの広報活動を行った。

内容 各ボランティア団体の紹介ブース設置及び手話サークル「あっぷる」による手話コー
ラスのステージ発表を実施した。

本イベントは、学生スタッフを含む学内のボラン
ティア団体との合同イベントであり、2018 年度で
11 回目を迎えた。新入生に本学の魅力的なボラン
ティア団体について知ってもらうこと、また、本学
のボランティアの多様性や、ボランティアの親しみ
やすさなどを知ってほしいという学生の思いを込め
て実施した。

̎ɹボランティアフΣスティόϧ�����ʙॿ͚ѪのՖɺ࡙ るʙތ͖

日時 4 月 9 日（月）～ 4月 10 日（金）11：30 ～ 14：30

場所 千里山キャンパス　凜風館 1階　学生ラウンジ

参加団体 ボランティアセンター学生スタッフ、児童文化研究サークル子どもの国「あかとん
ぼ」、手話サークル「あっぷる」、児童文化実践サークル「うぷ」、ボランティアサー
クル「チャレンジャー」、文化会「ユネスコ研究部」、学生団体「KUMC」、「WEVO」
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高槻市内で活動している市民団体「新川姫蛍と花を
守る会」の姫蛍の観賞に関するイベントに参加し、ボラ
ンティア体験ツアーとして実施した。
大阪府で準絶滅危惧種に指定されている姫蛍が生息

できる環境が大阪にもあることを知ってもらい、参加者
が環境保全の大切さや必要性について考えるきっかけ
にしてもらう。また、活動を通して、地域の方との交流
の楽しさや、環境問題とボランティアの関係についても
考えてもらうことを目的とし実施した。

灯篭のデザイン作成・配置・点火、姫蛍
に関する紙芝居の鑑賞、姫蛍に関する啓
発ビラの配布、姫蛍の観賞

日時 5 月 19 日（土）15：50 ～ 21：00

場所 高槻市新川沿い

内容

これまでの学生生活で体験したことのないことにભしたいと思ったので参加しました。

学年や学もᤏう人と̬流することができて良かったです。　　　 （ԇ学生֤工・３年次生）

ボランティアӭ集情報を見て楽しȰうだと思ったのと、なにより自ུにɈれたいと思った

ので参加しました。ᘬを見るൡ会はなかなかないので、きれいなᘬが見れていい経験になり

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会・１年次生）

学生ボランティアの声

�ɹϗタϧΛकΖ ʂ͏৽Λ౮ͦ ʂ͏ڥอશボランティア
ɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 21 名、学生スタッフ 9名

連 携 事 業

ʲ連携ઌ �rࢢຽ団体ʮ৽ඣܬͱՖΛकるձʯ

2016 年に設立された梅田キャンパスとその付近の地
域交流、地域活性を目的に、梅田茶屋町エリアでのキャ
ンドルイベント「1000000 人のキャンドルナイト
＠OSAKA CITY」に参加した。今回は「希望」をテー
マに関西大学が梅田キャンパス周辺地域の幸せの輪を
作り、一体となって地域に貢献できることを願った作品
を作り上げた。当日は多くの方が訪れ、CHASKA 茶
屋町前がキャンドルの希望の光で光輝いた。

日時 6 月 1 日（木）16：20 ～ 21：00

場所 関西大学梅田キャンパス周辺

内容 キャンドルのデザイン作成・配置・点火、ビラ配布
他団体の運営サポート

　今までボランティア活動をしたことがなく、ˢ࣊経験してみたいと思い参加しました。֚

りの人たちがȈ፩Ჲȉとんでくれたことにやってよかったなとボランティアのやりがいを

じることができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（経済・１年次生）

学生ボランティアの声

�ɹؔେʷകాɹകాΩϟンυϧφΠτ�����ʙرのޫʙ
ɹɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 9名、学生スタッフ 5名

七夕の夜、人々の願いを託した光の玉「いのり星
®」を天の川伝説にゆかりの深い天満橋近くを流れ
る大川に放流し、川面に「天の川」を創造するイベ
ントに参加した。2017年度は約62,000人の方が訪れ、
大阪に新たな夏の風物詩として定着した。2014 年度
から参加し、2017 年度で 4 回目の参加となった。
2018 年度は西日本豪雨の影響で中止になってしまっ
たが、参加を心待ちにしていた学生も多数いたこと
から、来年度の参加に向けて準備を進めていきたい。

ʲ事業ओ体ʳҰൠࣾ団๏ਓɹ͓ͯ͠るͳにΘ

�ɹฏ成̨̤ ̖̠ ̖ఱのઆ����ɹボランティアɹ˞Ӎఱதࢭ

日時 7 月 7 日（土）18：00 ～ 21：00 場所

˞2018年度ӍఱதࢭのͨΊɺ201�年度のࣸਅ

大川・天満橋～北浜周辺

内容 案内補助及び「いのり星®」放流補助

連 携 事 業
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高槻市内で活動している市民団体「新川姫蛍と花を
守る会」の姫蛍の観賞に関するイベントに参加し、ボラ
ンティア体験ツアーとして実施した。
大阪府で準絶滅危惧種に指定されている姫蛍が生息

できる環境が大阪にもあることを知ってもらい、参加者
が環境保全の大切さや必要性について考えるきっかけ
にしてもらう。また、活動を通して、地域の方との交流
の楽しさや、環境問題とボランティアの関係についても
考えてもらうことを目的とし実施した。

灯篭のデザイン作成・配置・点火、姫蛍
に関する紙芝居の鑑賞、姫蛍に関する啓
発ビラの配布、姫蛍の観賞

日時 5 月 19 日（土）15：50 ～ 21：00

場所 高槻市新川沿い

内容

これまでの学生生活で体験したことのないことにભしたいと思ったので参加しました。

学年や学もᤏう人と̬流することができて良かったです。　　　 （ԇ学生֤工・３年次生）

ボランティアӭ集情報を見て楽しȰうだと思ったのと、なにより自ུにɈれたいと思った

ので参加しました。ᘬを見るൡ会はなかなかないので、きれいなᘬが見れていい経験になり

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会・１年次生）

学生ボランティアの声

�ɹϗタϧΛकΖ ʂ͏৽Λ౮ͦ ʂ͏ڥอશボランティア
ɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 21 名、学生スタッフ 9名

連 携 事 業

ʲ連携ઌ �rࢢຽ団体ʮ৽ඣܬͱՖΛकるձʯ

2016 年に設立された梅田キャンパスとその付近の地
域交流、地域活性を目的に、梅田茶屋町エリアでのキャ
ンドルイベント「1000000 人のキャンドルナイト
＠OSAKA CITY」に参加した。今回は「希望」をテー
マに関西大学が梅田キャンパス周辺地域の幸せの輪を
作り、一体となって地域に貢献できることを願った作品
を作り上げた。当日は多くの方が訪れ、CHASKA 茶
屋町前がキャンドルの希望の光で光輝いた。

日時 6 月 1 日（木）16：20 ～ 21：00

場所 関西大学梅田キャンパス周辺

内容 キャンドルのデザイン作成・配置・点火、ビラ配布
他団体の運営サポート

　今までボランティア活動をしたことがなく、ˢ࣊経験してみたいと思い参加しました。֚

りの人たちがȈ፩Ჲȉとんでくれたことにやってよかったなとボランティアのやりがいを

じることができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（経済・１年次生）

学生ボランティアの声

�ɹؔେʷകాɹകాΩϟンυϧφΠτ�����ʙرのޫʙ
ɹɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 9名、学生スタッフ 5名

七夕の夜、人々の願いを託した光の玉「いのり星
®」を天の川伝説にゆかりの深い天満橋近くを流れ
る大川に放流し、川面に「天の川」を創造するイベ
ントに参加した。2017年度は約62,000人の方が訪れ、
大阪に新たな夏の風物詩として定着した。2014 年度
から参加し、2017 年度で 4 回目の参加となった。
2018 年度は西日本豪雨の影響で中止になってしまっ
たが、参加を心待ちにしていた学生も多数いたこと
から、来年度の参加に向けて準備を進めていきたい。

ʲ事業ओ体ʳҰൠࣾ団๏ਓɹ͓ͯ͠るͳにΘ

�ɹฏ成̨̤ ̖̠ ̖ఱのઆ����ɹボランティアɹ˞Ӎఱதࢭ

日時 7 月 7 日（土）18：00 ～ 21：00 場所

˞2018年度ӍఱதࢭのͨΊɺ201�年度のࣸਅ

大川・天満橋～北浜周辺

内容 案内補助及び「いのり星®」放流補助

連 携 事 業
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高槻市で自然と共生する「花と緑のまちづくり」に
寄与することを目的として活動する高槻景観園芸クラブ
の活動に参加した。地域の方との交流を通して、学生
ボランティアに環境美化、地域交流の必要性を学んで
もらうことを目的とし実施した。また、活動中に地域の
方から声をかけていただき、高槻エリアでの当センター
の活動の周知にもつながった。

花壇の整備

日時 7 月 8 日（日）9：40 ～ 12：00

場所 高槻市　城跡公園

内容

�ɹߴ௬؍ܠඒԽボランティア�ʙඒ͍͠ՖΛकΖ ʂ͏ʙ
ɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 4名、学生スタッフ 10 名

連 携 事 業

ʲ連携ઌ �r�/10๏ਓɹՖͱの·ͪͮ Γ͘
� ԂܳΫラϒ؍ܠ௬ߴ

本学博物館主催のイベント「キッズミュージアム」に
参加した。子どもや保護者との関わりの中で、コミュニ
ケーション能力や臨機応変な対応を身に付けることが期
待でき、子どもと接する楽しさを感じてもらうことを目的
とし実施した。

日時 8 月 2 日（木）～ 8月 3日（金）
9：30 ～ 16：30

場所 千里山キャンパス　関西大学博物館

世界の遊び（投壺）、絵合わせ、国旗の色塗り内容

�ɹָ͘͠学ͿʂφϧϗυੈքπアʔˏΩッζϛϡʔδアム
ɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 7名、学生スタッフ 35 名
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本学ではパンフレットやホームページだけではわから
ない、大学の魅力を伝える高校生に向けたイベントとし
てオープンキャンパスを実施している。本企画は入試広
報グループからの依頼で、オープンキャンパスで本学を
訪れた方々に対して、本学の学生の一員として大学の
魅力を伝えることを目的とし実施した。また、学生スタッ
フの普段の活動を高校生に知ってもらい、ボランティア
の魅力を伝えるブース展示も行なった。当日は多くの来
場者を笑顔と挨拶で迎えるなど、オープンキャンパスを
盛り上げた。

日時 8 月 4 日（土）～ 8月 5日（日）
10：20 ～ 14：15、10：20 ～ 16：00

場所 千里山キャンパス

受付場所での不織布バッグの配布、来場者特典配布、
ボランティアセンター学生スタッフブースにおける広報活動

内容

�ɹ͛よ ʂ͏ະདྷのؔେ生へʂ��ΦʔプンΩϟンύスボランティア
ɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 4 日（土）一般学生 8名、学生スタッフ 15 名
5 日（日）一般学生 4名、学生スタッフ 15 名

高槻市で自然と共生する「花と緑のまちづくり」に
寄与することを目的として活動する高槻景観園芸クラブ
の活動に参加した。地域の方との交流を通して、学生
ボランティアに環境美化、地域交流の必要性を学んで
もらうことを目的とし実施した。また、活動中に地域の
方から声をかけていただき、高槻エリアでの当センター
の活動の周知にもつながった。

花壇の整備

日時 7 月 8 日（日）9：40 ～ 12：00

場所 高槻市　城跡公園

内容

�ɹߴ௬؍ܠඒԽボランティア�ʙඒ͍͠ՖΛकΖ ʂ͏ʙ
ɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 4名、学生スタッフ 10 名

連 携 事 業

ʲ連携ઌ �r�/10๏ਓɹՖͱの·ͪͮ Γ͘
� ԂܳΫラϒ؍ܠ௬ߴ

本学博物館主催のイベント「キッズミュージアム」に
参加した。子どもや保護者との関わりの中で、コミュニ
ケーション能力や臨機応変な対応を身に付けることが期
待でき、子どもと接する楽しさを感じてもらうことを目的
とし実施した。

日時 8 月 2 日（木）～ 8月 3日（金）
9：30 ～ 16：30

場所 千里山キャンパス　関西大学博物館

世界の遊び（投壺）、絵合わせ、国旗の色塗り内容

�ɹָ͘͠学ͿʂφϧϗυੈքπアʔˏΩッζϛϡʔδアム
ɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 7名、学生スタッフ 35 名
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今回の合宿では、学生スタッフがより活発な団体
へと成長していくため、①「チームワークを高める」、
②「ボランティアに対する意識の確認・向上を目指す」
という 2 つを目的とし実施した。合宿を通して、学
生スタッフの 1 人ひとりがボランティアに対する活
動意欲を高め、これからの活動をより良いものにし
ていくことができるよう実施した。
1 日目のワーク 1 では交流を深めるためにお互い

に自己紹介をする「名前ビンゴ」を行った。ワーク
2 では「ボランティア劇場～学生スタッフ座～」と
題して、「持続可能な開発目標」（SDGs）にある17の国際目標を参考に、身近にある社会問題につ
いて考え、大学生である自分たちがどんなボランティアを提案できるか劇で表現した。
2 日目のワーク 3 では「ボランティア盛り上げ隊」と題して、ボランティア自体には興味があ

るけど参加していない人に向けてボランティアの魅力をどのように伝えていくかを考えた。

�ɹ学生スタッフཆ成߹ ʢ॓Նʣ

日時 9 月 9 日（日）～　9月 10 日（月） 場所 飛鳥文化研究所・植田記念館

参加者 55 名（松村副所長、鈴木次長、小川、村上、三浦、学生スタッフ 50 名）

明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじ
め岡寺や飛鳥寺など、明日香村内の代表的な史跡、
寺社、施設をライトアップし、20,000本を超えるろ
うそくの明かりで彩るイベント「飛鳥光の回廊
2018」に参加した。
学生ボランティアがキャンドルデザイン会議から
参加することで、他の活動では得られない大変さや、
それによって得られる達成感を感じてもらう。また、
明日香村を散策することによって、歴史や文化的価
値について学んでもらった。

��ɹඈௗޫのճ࿓�ʢボランティア体ݧπアʔʣ�

ʲ連携ઌ �rಸྑ໌ݝ߳ଜ
ɹɹɹɹ��ʢؔେ学Ҭ連携ηンタʔʣ
日時 9 月 22 日（土）～ 9 月 23 日（日）

10：40 ～ 20：00
場所 奈良県明日香村　石舞台古墳

内容 22 日（土）灯篭のデザイン作成・
　　　　　 配置・点火、
23 日（日）ろうそくを入れ替え点火・
　　　　　撤去、明日香村散策

参加者 22 日（土）一般学生 5名、
　　　　　 学生スタッフ 18 名
23 日（日）一般学生 8名、
　　　　　 学生スタッフ 21 名

連 携 事 業
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本学では年に1回防災訓練と合わせて学生の防災意
識を高めるイベントを開催しており、今年度も「関大防
災 Day2018 ～広がれ！みんなの安全・安心！～」を開
催した。近年日本列島は地震や水害などの大規模な災
害に見舞われており、非常時における迅速な対応が求
められている。本学でも大規模な災害が発生した際に
は、大学の災害用備蓄品を用いて炊き出しを行う想定
になっている。本企画は「関大防災 Day」の一企画と
して、地域住民の方 と々炊き出し訓練を通して、防災
への関心を抱かせることを目的とし実施した。

日時 2018 年 10 月 25 日（木）
10：40 ～ 12：50、  12：10 ～ 12：50

場所 関西大学千里山キャンパス総合図書館前
（関大防災DAY2018 炊き出しブース内）

内容

��ɹؔେࡂ%":������උ͑よ ʂ͏�ਬ͖ग़͠܇࿅ボランティア
ɹɹɹʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者

①炊飯に向けた準備、炊飯
②炊きあがったごはんの盛り付け、配膳
③炊き出しに並ぶ列の整理、誘導

一般学生 3名、学生スタッフ 21 名

学生ボランティアの方だけでなく、ௐ段ˢ፳に活動することが少ないボランティアセン

ター͏外のᐳ׆さんと活動しながら̬流することができたので楽しくͽഈすることができま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会・２年次生）

学生スタッフの声

今回の合宿では、学生スタッフがより活発な団体
へと成長していくため、①「チームワークを高める」、
②「ボランティアに対する意識の確認・向上を目指す」
という 2 つを目的とし実施した。合宿を通して、学
生スタッフの 1 人ひとりがボランティアに対する活
動意欲を高め、これからの活動をより良いものにし
ていくことができるよう実施した。
1 日目のワーク 1 では交流を深めるためにお互い

に自己紹介をする「名前ビンゴ」を行った。ワーク
2 では「ボランティア劇場～学生スタッフ座～」と
題して、「持続可能な開発目標」（SDGs）にある17の国際目標を参考に、身近にある社会問題につ
いて考え、大学生である自分たちがどんなボランティアを提案できるか劇で表現した。
2 日目のワーク 3 では「ボランティア盛り上げ隊」と題して、ボランティア自体には興味があ

るけど参加していない人に向けてボランティアの魅力をどのように伝えていくかを考えた。

�ɹ学生スタッフཆ成߹ ʢ॓Նʣ

日時 9 月 9 日（日）～　9月 10 日（月） 場所 飛鳥文化研究所・植田記念館

参加者 55 名（松村副所長、鈴木次長、小川、村上、三浦、学生スタッフ 50 名）

明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじ
め岡寺や飛鳥寺など、明日香村内の代表的な史跡、
寺社、施設をライトアップし、20,000本を超えるろ
うそくの明かりで彩るイベント「飛鳥光の回廊
2018」に参加した。
学生ボランティアがキャンドルデザイン会議から
参加することで、他の活動では得られない大変さや、
それによって得られる達成感を感じてもらう。また、
明日香村を散策することによって、歴史や文化的価
値について学んでもらった。

��ɹඈௗޫのճ࿓�ʢボランティア体ݧπアʔʣ�

ʲ連携ઌ �rಸྑ໌ݝ߳ଜ
ɹɹɹɹ��ʢؔେ学Ҭ連携ηンタʔʣ
日時 9 月 22 日（土）～ 9 月 23 日（日）

10：40 ～ 20：00
場所 奈良県明日香村　石舞台古墳

内容 22 日（土）灯篭のデザイン作成・
　　　　　 配置・点火、
23 日（日）ろうそくを入れ替え点火・
　　　　　撤去、明日香村散策

参加者 22 日（土）一般学生 5名、
　　　　　 学生スタッフ 18 名
23 日（日）一般学生 8名、
　　　　　 学生スタッフ 21 名

連 携 事 業
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千里ニュータウンの人口と同じ 9 万個のキャンドルに
灯をともすイベント「千里キャンドルロード 2018」に参
加した。2014 年度から参加し今回で 5 回目の参加とな
り、ボランティアを通じて地域の方 と々交流し、吹田市
と豊中市にまたがる千里ニュータウンの地域活性化に
貢献した。学生ボランティアにキャンドルのデザイン会
議から参加してもらうことで、ボランティアのやりがい
や楽しさを感じてもらうことを目的とし実施した。

キャンドルの色付け、デザイン作成、
設置、点火

日時 10 月 27 日（土）13：00 ～ 21：00

場所 大阪府豊中市 千里中央公園・東町

一般学生 13 名、学生スタッフ28 名

内容

参加者

地ڒのボランティア活動に参加してみたいと思い参加しました。ɷʭンʓʵは本छにきれ

いで、心までຣまりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文・１年次生）

学生ボランティアの声

��� ઍཬにΈΜͳのޫΛ౮ͦ ʂ͏
� ઍཬΩϟンυϧロʔυ����ボランティア�ʢボランティア体ݧπアʔʣ
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本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来
場するため、子どもを対象とした催しを行っている。
今年度は、2020 年の東京オリンピック開催にあたり、
外国人を迎え入れるうえで、まずは自国のこと、とり
わけ近畿地方について、遊んで学べるブースを設けた。
当センター学生スタッフは、奈良県の明日香村や
滋賀県の琵琶湖でのボランティアといった、関西圏
でのボランティア活動を普段から多数実施している。
そういった経験を活かし各地方の特色を伝えること
で、統一学園祭に来訪される保護者の方や地域の方
及び本学学生に、ボランティアの魅力と我々の活動
を知ってもらうことに注力して取り組んだ。

日時 11 月 2 日（金）10：00 ～ 16：00
 3 日（土）10：00 ～ 16：00　
 4 日（日）10：00 ～ 14：30

場所 千里山キャンパス　凜風館 1階　学生ラウンジ

参加者 2 日（金）一般学生 6名、学生スタッフ 42 名
3 日（土）一般学生 4名、学生スタッフ 45 名
4 日（日）一般学生 2名、学生スタッフ 53 名

��������学Ԃـۙ�ࡇํのັྗΛࢠͲୡにʂ�ʙۙـ८Γπアʔʙ
ɹɹ�ʢボランティア体ݧπアʔʣ

ը༰ا

子ども達にご当地キャラクターの存在意義を知ってもらい、
近畿7府県に係る特産品などを学んでから、オリジナルのご
当地キャラクターを作ってもらう。

・͝ΩϟラΫタʔ࡞Γ൝

ボックスゲームで、近畿7府県の形と位置を答えてもらう。
また、近畿絵合わせゲームで特産品の有名なものについて遊
びを通して、近畿地方について学んでもらう。

・ύζϧ൝

子ども達にくじで近畿7府県から1つ引いてもらう。引いた
府県のブースで、3つの難易度に分けたクイズを出題して、
考えてもらうことで、ツアー形式で近畿地方の特産物や名所
などについて知ってもらう。

८Γπアʔ൝ـۙ・

千里ニュータウンの人口と同じ 9 万個のキャンドルに
灯をともすイベント「千里キャンドルロード 2018」に参
加した。2014 年度から参加し今回で 5 回目の参加とな
り、ボランティアを通じて地域の方 と々交流し、吹田市
と豊中市にまたがる千里ニュータウンの地域活性化に
貢献した。学生ボランティアにキャンドルのデザイン会
議から参加してもらうことで、ボランティアのやりがい
や楽しさを感じてもらうことを目的とし実施した。

キャンドルの色付け、デザイン作成、
設置、点火

日時 10 月 27 日（土）13：00 ～ 21：00

場所 大阪府豊中市 千里中央公園・東町

一般学生 13 名、学生スタッフ28 名

内容

参加者

地ڒのボランティア活動に参加してみたいと思い参加しました。ɷʭンʓʵは本छにきれ

いで、心までຣまりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文・１年次生）

学生ボランティアの声

��� ઍཬにΈΜͳのޫΛ౮ͦ ʂ͏
� ઍཬΩϟンυϧロʔυ����ボランティア�ʢボランティア体ݧπアʔʣ
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現在の日本では輸血用の血液不足の問題がある。し
かし、献血について学生の関心が薄いのが現状である。
そのため、関大生に向けた献血への啓発を目的とし実
施した。
本活動を通し献血についての知識を深めると同時に、

今後も開催される献血活動への定期的な参加に繋がる
ことを期待している。

日時 11 月 13 日（火）12：10 ～ 16：10

場所 千里山キャンパス　悠久の庭前

内容 献血の呼びかけ

����ॳめのҰาͰͭͳ͕る໋ɹ݂ݙボランティアʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 3名、学生スタッフ 12 名

本学がオフィシャルスポンサーとして参加する「第 8
回大阪マラソン」に給水ボランティアとして参加した。
当日は本学学生 400 名が給水ボランティアとして携わ
り、その内の約 100 名が当センター学生スタッフと一
般学生であり、5 ブースを担当し活動を行った。2018
年度は「みんなでかける虹。」というスローガンのもと、
32,000 人のランナーをサポートした。給水や応援など
を通して、直接ランナーの方と関わることができるので、
参加した関大生にも、よりボランティアの楽しさやスポー
ツの魅力を感じてもらうことができる活動となった。

日時 11 月 25 日（日）7：30 ～ 13：30

場所 大阪マラソン第 1給水所
（5km地点・千日前東ブロック）

内容 給水所でのランナーへの給水サービス活動

��� ランφʔΛશྗαϙʔτʂ学生スタッフͱҰॹにԠ援͠よ͏⽏
� ʙୈ�ճɹେࡕϚラιンڅਫボランティアʙ

参加者 一般学生 67 名、学生スタッフ 29 名
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NPO 法人関西大学カイザーズクラブ及び NPO 法人
ママふぁん関西との共催イベントに、①サイエンスセミ
ナー補助ボランティア②子どもの職業体験の補助ボラ
ンティア③ミズノ流忍者学校の補助ボランティアの3つ
の運営補助ボランティアとして参加した。学生にとって、
日常あまり接することのない子どもやその家族の方との
貴重な交流の場となった。

日時 12 月 9 日（日）10：00 ～ 16：00

場所 関西大学 千里山キャンパス全域

内容 サイエンスセミナー・子どもの職業体験・
ミズノ流忍者学校の補助・
その他運営補助ボランティア

��� ·ͪ'6/·ͭΓ�JO�ؔେ学����
� ӡӦิॿボランティア�ʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 15 名、学生スタッフ 28 名

現在の日本では輸血用の血液不足の問題がある。し
かし、献血について学生の関心が薄いのが現状である。
そのため、関大生に向けた献血への啓発を目的とし実
施した。
本活動を通し献血についての知識を深めると同時に、

今後も開催される献血活動への定期的な参加に繋がる
ことを期待している。

日時 11 月 13 日（火）12：10 ～ 16：10

場所 千里山キャンパス　悠久の庭前

内容 献血の呼びかけ

����ॳめのҰาͰͭͳ͕る໋ɹ݂ݙボランティアʢボランティア体ݧπアʔʣ

参加者 一般学生 3名、学生スタッフ 12 名

本学がオフィシャルスポンサーとして参加する「第 8
回大阪マラソン」に給水ボランティアとして参加した。
当日は本学学生 400 名が給水ボランティアとして携わ
り、その内の約 100 名が当センター学生スタッフと一
般学生であり、5 ブースを担当し活動を行った。2018
年度は「みんなでかける虹。」というスローガンのもと、
32,000 人のランナーをサポートした。給水や応援など
を通して、直接ランナーの方と関わることができるので、
参加した関大生にも、よりボランティアの楽しさやスポー
ツの魅力を感じてもらうことができる活動となった。

日時 11 月 25 日（日）7：30 ～ 13：30

場所 大阪マラソン第 1給水所
（5km地点・千日前東ブロック）

内容 給水所でのランナーへの給水サービス活動

��� ランφʔΛશྗαϙʔτʂ学生スタッフͱҰॹにԠ援͠よ͏⽏
� ʙୈ�ճɹେࡕϚラιンڅਫボランティアʙ

参加者 一般学生 67 名、学生スタッフ 29 名
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昨今若者の農業への関心が低下し、関西大学があ
る吹田市においても特産品である吹田クワイの認知
度が低い現状がある。そこで、このボランティアを
通して吹田クワイについて深く理解してもらうとと
もにボランティアの魅力に気づいてもらうことを目
的とし実施した。
当日は日常生活では着る機会のない胴長を着衣し
ての作業に苦戦しながらも、農業の大変さを感じな
がら活動した。

��ɹັྗൃݟʂʂ�ਧాΫϫΠऩ֭ボランティア�ʢボランティア体ݧπアʔʣ

ʲ連携ઌ �rਧాࢢॴҬࡁܦਪਐ՝

日時 12 月 16 日（日）8：30 ～ 14：30

場所 西農園

吹田クワイの収穫内容

参加者 一般学生 5名、学生スタッフ10 名

連 携 事 業

収ሮͽഈというものを経験したことがなかったので、ˢ࣊経験してみたいと思い参加しま

した。ȿかるみの˹でのͽഈで、ᣁഈの大変さと楽しさを身をもって知ることができました。

（経済・１年次生）

クʹɮ収ሮというˢ味ᤏうボランティア活動に興味をऀかれたので参加しました。日ࢠ生

活の˹ではなかなか経験することができないᣁͽഈを経験できてよかったです。

（法・２年次生）

学生ボランティアの声
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昨今若者の農業への関心が低下し、関西大学があ
る吹田市においても特産品である吹田クワイの認知
度が低い現状がある。そこで、このボランティアを
通して吹田クワイについて深く理解してもらうとと
もにボランティアの魅力に気づいてもらうことを目
的とし実施した。
当日は日常生活では着る機会のない胴長を着衣し
ての作業に苦戦しながらも、農業の大変さを感じな
がら活動した。

��ɹັྗൃݟʂʂ�ਧాΫϫΠऩ֭ボランティア�ʢボランティア体ݧπアʔʣ

ʲ連携ઌ �rਧాࢢॴҬࡁܦਪਐ՝

日時 12 月 16 日（日）8：30 ～ 14：30

場所 西農園

吹田クワイの収穫内容

参加者 一般学生 5名、学生スタッフ10 名

連 携 事 業

収ሮͽഈというものを経験したことがなかったので、ˢ࣊経験してみたいと思い参加しま

した。ȿかるみの˹でのͽഈで、ᣁഈの大変さと楽しさを身をもって知ることができました。

（経済・１年次生）

クʹɮ収ሮというˢ味ᤏうボランティア活動に興味をऀかれたので参加しました。日ࢠ生

活の˹ではなかなか経験することができないᣁͽഈを経験できてよかったです。

（法・２年次生）

学生ボランティアの声

学生スタッフは定期的な「淀川掃除」や、年に一
度500人という大規模に取り組む「淀川大掃除」を
実施するなど、多くの方にボランティアへ参加して
もらう機会を創出することで、ボランティアの魅力
を伝えると同時にゴミ問題に対する啓発を行ってき
た。そして、2017年度に淀川掃除の体験ツアー化10
周年という節目の年に「清掃」だけでなく、環境系
のボランティア全般についてその意義と可能性を大
学生の目線で考えるため、琵琶湖の環境保全活動に
取り組む活動に参加した。2018年度も同じく「認定
NPO法人びわこ豊穣の郷」が実施する第12回赤野井
湾・小津袋クリーン大作戦に参加し、活動では、参
加者が一丸となり、琵琶湖岸のゴミ拾いに取り組ん
だ。活動後には、びわこ豊穣の郷 理事長 金﨑いよ
子 氏より琵琶湖の環境についてご教授いただき、
NPO法人国際ボランティア学生協会（IVUSA）の学
生から、これまで取り組んできた琵琶湖に関わる活
動の紹介があった。その後、学生同士で環境ボラン
ティアの未来を考えるワークに取り組んだ。参加者
にとって、今回のボランティアが琵琶湖だけではな
く、身近な環境問題を考えるきっかけとなることを
願っている。

��ɹඐഀބπʔϦζムʂ�ؔେ生Ͱ͑ߟるڥボランティアのະདྷ

ʲ連携ઌ �rೝఆ/10๏ਓɹびΘ͜๛য়のڷ

日時 3 月 2 日（土）8：30 ～ 16：35

場所 滋賀県琵琶湖岸一帯及び赤野井自治会館

内容 滋賀県琵琶湖岸でのゴミ拾い、
琵琶湖環境についての講座・ワーク

講師 認定特定非営利活動法人びわこ豊穣の郷
理事長　金﨑いよ子 氏

参加者 学生スタッフ13 名、教職員 4名
（松村副所長、堀グループ長、村上、三浦）

連 携 事 業
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「ボランティア体験ツアー～淀川掃除ボランティ
ア～」が2011年1月21日付で国土交通省近畿地方整
備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター」とし
て認定された。また2007年度から始まり、2011年度
で5年目を迎えたことから、記念事業としてミズノ
株式会社及び体育会本部などの協力を得て、淀川大
掃除を2016年度まで実施してきた。
淀川大掃除に続くイベントとして、2017年度から
は、本学堺キャンパス付近を流れる大和川において、
「大和川大掃除」を実施している。2018年度は昨年
より多い500名の関大生が参加する活動となり、ボ
ランティアのやりがいや楽しさを伝えることができ
た。また、本学との連携協定を締結しているミズノ
株式会社と協力して実施したことで、ボランティア
活動を通じて双方の発展と充実に寄与できた。

�̍ɹୈ�ճɹେେআ�ʙྗΛ߹Θͤͯେにً͖ͱײ動Λʙ

ʲ連携ઌ �rϛζϊࣜגձࣾ

日時 2 月 17 日（日）  10：00 ～ 12：00

場所 大和川河川敷公園

共催 関西大学、ミズノ株式会社

協力団体 関西大学体育会本部、国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所

ゴミの回収量 燃えるゴミ 66 袋・燃えないゴミ 77 袋・ペットボトル 19 袋　合計 162 袋

目的

参加者 総勢約 550 名
（本学学生・併設校生徒約 500 名と関係者 30 名、ミズノ株式会社　社員約 20 名ほか）

連 携 事 業

ボランティアに参加したことがある学生
はもちろん、ボランティアに参加したこ
とがない学生や、あまり興味を持ってい
ない学生にも「普段関わりがない人と交
流できることの楽しさや、大人数でひと
つのことを成功させる達成感や一体感」
に気付いてもらう機会とする。また、清
掃活動を通し大和川のゴミの現状を知っ
てもらうことで、環境問題への気付きを
促し、本学が拠点を構える、大阪をより
良い街にすることを目的とし実施した。

人のためにͷかできることはないかと考え、実際にはͷもできていない自分に対してもやも

やしているに、このɮʣンʒを知りました。自分も動きҋせば人のためになるのではと思い

参加しました。ธࡺ୧がきれいになり、Ԧӌすることの大切さを知りました。

（人ᩖϧ１・࣐年次生）

学生ボランティアの声

春合宿では、学生スタッフがより活発な団体へと成
長していくため、①｢学生スタッフの意識の向上｣、②｢学
生スタッフのこれからを考える｣、この 2 つを目的とし実
施した。
1日目のワーク1では「LINE で情報共有」と題して

文章だけでの情報共有の難しさを改めて考えた。ワー
ク 2 では 2019 年度の関西大学ボランティアセンター学
生スタッフの目標を考え「2019 年度マンダラート」を作
成した。
2 日目のワーク 3 では「ボランティアセンター CM」

と題して、新入生に向けてボランティアセンターの利用
を促すCMを実際に動画を撮り作成した。
合宿を通して、学生スタッフの一人ひとりがボランティ

アに対する活動意欲を高め、これからの活動をより良い
ものにしていく有意義な合宿となった。

日時 2 月 25 日（月）～ 2 月 26 日（火）

場所 飛鳥文化研究所・植田記念館

��ɹ学生スタッフཆ成߹ ʢ॓य़ʣ

参加者 30 名
（岡本所長・松村副所長・鈴木次長・
  堀グループ長・小川・村上・三浦、
 学生スタッフ 23 名）
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「ボランティア体験ツアー～淀川掃除ボランティ
ア～」が2011年1月21日付で国土交通省近畿地方整
備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター」とし
て認定された。また2007年度から始まり、2011年度
で5年目を迎えたことから、記念事業としてミズノ
株式会社及び体育会本部などの協力を得て、淀川大
掃除を2016年度まで実施してきた。
淀川大掃除に続くイベントとして、2017年度から
は、本学堺キャンパス付近を流れる大和川において、
「大和川大掃除」を実施している。2018年度は昨年
より多い500名の関大生が参加する活動となり、ボ
ランティアのやりがいや楽しさを伝えることができ
た。また、本学との連携協定を締結しているミズノ
株式会社と協力して実施したことで、ボランティア
活動を通じて双方の発展と充実に寄与できた。

�̍ɹୈ�ճɹେେআ�ʙྗΛ߹Θͤͯେにً͖ͱײ動Λʙ

ʲ連携ઌ �rϛζϊࣜגձࣾ

日時 2 月 17 日（日）  10：00 ～ 12：00

場所 大和川河川敷公園

共催 関西大学、ミズノ株式会社

協力団体 関西大学体育会本部、国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所

ゴミの回収量 燃えるゴミ 66 袋・燃えないゴミ 77 袋・ペットボトル 19 袋　合計 162 袋

目的

参加者 総勢約 550 名
（本学学生・併設校生徒約 500 名と関係者 30 名、ミズノ株式会社　社員約 20 名ほか）

連 携 事 業

ボランティアに参加したことがある学生
はもちろん、ボランティアに参加したこ
とがない学生や、あまり興味を持ってい
ない学生にも「普段関わりがない人と交
流できることの楽しさや、大人数でひと
つのことを成功させる達成感や一体感」
に気付いてもらう機会とする。また、清
掃活動を通し大和川のゴミの現状を知っ
てもらうことで、環境問題への気付きを
促し、本学が拠点を構える、大阪をより
良い街にすることを目的とし実施した。

人のためにͷかできることはないかと考え、実際にはͷもできていない自分に対してもやも

やしているに、このɮʣンʒを知りました。自分も動きҋせば人のためになるのではと思い

参加しました。ธࡺ୧がきれいになり、Ԧӌすることの大切さを知りました。

（人ᩖϧ１・࣐年次生）

学生ボランティアの声

春合宿では、学生スタッフがより活発な団体へと成
長していくため、①｢学生スタッフの意識の向上｣、②｢学
生スタッフのこれからを考える｣、この 2 つを目的とし実
施した。
1日目のワーク1では「LINE で情報共有」と題して

文章だけでの情報共有の難しさを改めて考えた。ワー
ク 2 では 2019 年度の関西大学ボランティアセンター学
生スタッフの目標を考え「2019 年度マンダラート」を作
成した。
2 日目のワーク 3 では「ボランティアセンター CM」

と題して、新入生に向けてボランティアセンターの利用
を促すCMを実際に動画を撮り作成した。
合宿を通して、学生スタッフの一人ひとりがボランティ

アに対する活動意欲を高め、これからの活動をより良い
ものにしていく有意義な合宿となった。

日時 2 月 25 日（月）～ 2 月 26 日（火）

場所 飛鳥文化研究所・植田記念館

��ɹ学生スタッフཆ成߹ ʢ॓य़ʣ

参加者 30 名
（岡本所長・松村副所長・鈴木次長・
  堀グループ長・小川・村上・三浦、
 学生スタッフ 23 名）
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私は、2018 年度にボランティアセンター学生スタッフの代表をさせ
ていただきました。
私は大学に入学し、特にこれといってやりたいことがなく、何かの
役に立つだろうと思い「何となく」ボランティアに参加しました。そ
れまでの私は、ボランティアとは全く無縁でした。
しかし、実際にボランティアセンターの活動に参加して、ボランティ
アの魅力を実感しました。
私は、ボランティアの魅力は「交流」と「気付き」だと思います。
ボランティアに参加すれば、参加者同士での交流が生まれます。同
じ学生同士の時もあれば、年齢が一回り以上離れた方と交流する時も

あります。世間話や趣味などの話を
和気あいあいとしながら活動するので、楽しい時間を過ごすこ
とができます。
ボランティア活動を目的に行ったのが、気付けば他の参加者
と親しくなっていることもあります。ボランティアを通じて、
人と人との繋がりが生まれます。
ボランティア活動をするだけではなく、交流する楽しさもあ
るので、まさに一石二鳥です。

また、ボランティア活動を通じて社会問題に気付くことがあります。
例えば、ゴミ拾いをすれば吸い殻がとても多いことに気付きます。そして、なぜ多いのかを考
えます。また、ゴミを拾うことはゴミを減らす解決策にはなりますが、ゴミを捨てる人を減らす
ことが一番の解決策になると思います。そして、どうすればゴミを捨てる人がいなくなるかを考
えることが、ゴミを減らす解決策に繋がると思います。
ボランティアを通じて参加者同士で交流することや、社会問
題に目を向けて考えることは、大学生である私たちにとって有
意義な時間になると思います。
ボランティアの魅力は、実際にボランティア活動をしてみな
いとわかりません。私自身「何となく」始めたボランティアで
すが、今では私の大学生活を潤すものになっています。
だからこそ、どのように広報すればボランティアに興味を
持ってくれるか、どういった内容なら参加者が楽しめるボラン
ティアになるかを、私たち学生スタッフは日々考えています。
関大生がボランティアに参加することはゴールではなく、ボランティア活動のスタートです。

その一歩目を、私たち学生スタッフがサポートできればいいと
思います。
関西大学で有名なものの 1つにスポーツがありますが、私た
ち学生スタッフは、「関西大学といえば『ボランティア』」と言
われるぐらい、ボランティアで関西大学を盛り上げていきたい
と思っています。
私たち学生スタッフは、ボランティアの魅力を発信するため
にこれからも精進してまいります。

ボランティアセンター学生スタッフ代表
2018 年度代表　2年次生　安本　悠人

７　学生スタッフ代表からの一言
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連携事業
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８　ボランティア団体への支援
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学内ボランティア団体への支援

ᴮǽޙ۾ȻȪȹɁԲൡከျ ᵻʦʳ̔ ʐɭɬ๊Ӧί᪙ɋɁӏоɁܟӘᵻ

　ボランティアセンターでは、学内のボランティア団体（届出団体）に対して、活動の安心安全
を確保するために「ボランティア活動保険」への加入の奨励をしている。また、大学からボラン
ティア（地域貢献）活動を依頼することもあるため、学生の経済的負担を軽減するために保険加
入相当額を助成している。

Ӓ 成 ي 体

手話サークルȈあっɊるȉ、з୫ԇ研ሱサークル子どもの国Ȉあかとんɏȉ

з୫ԇ実践サークルȈうɊȉ、ボランティアサークルȈチャレンʂャーȉ

୫ԇ会Ȉʰネスコ研ሱ部ȉ、ボランティアセンター学生スタッフ

学生ي体ȈËÕMCȉ、Ȉ×EÖOȉ

ᴯǽᩜᛴޙ۾ʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ˁ ʦʳʽʐɭɬيͶȻɁʩ˂ʐɭ̔ ɺ

　ボランティアセンター学生スタッフが中心となって、ボランティア団体とともに、定期的にミー
ティングを実施している。このミーティングを行うことにより、ボランティア活動に関する情報
共有をはじめ、ボランティアフェスティバルや新入生オリエンテーション期間に協力して勧誘活
動を行うなど、学生団体同士の連携が促進されている。また、ボランティア団体の活動を知って
もらうために紹介冊子『COLORS』を作成し、関大生にボランティア団体の活動を PRした。

ᩒ ϸ 日 時

4 月 6・11・20・27、5 月 18・25 日、6 月 1・8・15・22 日、8 月 10・31 日、9 月 7・14・

21 日、10 月 5・19・26 日、11 月 9・16・30 日、12 月 14・21 日、2 月 5・12 日、3 月 5・

12・19・26 日（全 29 回）12：20 ～ 12：50、長期͡中のみ 13：00 ～ 14：00

場 所 千里山キャンパス　凜風館 4 階　会議室 1

Վ ӏ ي 体

手話サークルȈあっɊるȉ、з୫ԇ研ሱサークル子どもの国Ȉあかとんɏȉ

з୫ԇ実践サークルȈうɊȉ、ボランティアサークルȈチャレンʂャーȉ

୫ԇ会Ȉʰネスコ研ሱ部ȉ、ボランティアセンター学生スタッフ

学生ي体ȈËÕMCȉ

ᴰǽʦʳ̔ ʐɭɬʟɱʃʐɭʚʵ2018 ᵻӒȤঢ়ɁᓹǾָȠᝐɞᵻ

　本イベントは、一般学生に大学内のボランティア団体について知ってもらうと共に、各部の新
入部員獲得のために 2008 年から実施し、2018 年で 11
回目となる。８つのボランティア団体が活動写真など
で装飾したブースを出展し、各団体が取り組んでいる
日々の活動について説明している。
　当日は関心のある学生が多数訪れ、新入部員の獲得
に繋げることができた。また、団体同士で交流を図る
ことができ、団体同士の繋がりという面でも非常に有
意義な時間を過ごすことができた。

実 施 日 程 4 月 9 日（日）～ 10 日（火）　12：10 ～ 16：10

場 所 千里山キャンパス　凜風館 1 階学生ラɰンʂ

Վ ӏ ي 体

з୫ԇ研ሱサークル子どもの国Ȉあかとんɏȉ、手話サークルȈあっɊるȉ

з୫ԇ実践サークルȈうɊȉ、ボランティアサークルȈチャレンʂャーȉ

୫ԇ会Ȉʰネスコ研ሱ部ȉ、ボランティアセンター学生スタッフ

学生ي体ȈËÕMCȉ、Ȉ×EÖOȉ
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ᴱǽᩜ۾ɹɹ ˂̔ ͽ÷éôè ʦʳ̔۾ ʐɭɬيͶ ᵻԛࠞɷʭ̔ ʛʃ֚ᣃɁຏોᵻ

　普段利用している千里山キャンパス周辺を複数のボランティア団体と共に清掃することによ
り、千里山キャンパス周辺の美化はもとより、団体同士の交流を図り団体同士の協力関係を強め
ることを目的とし実施した。また、清掃活動開始前に食事会を実施し、団体同士の親睦を深める
ことができた。

実 施 日 時 11 月 24 日（土）12：30 ～ 14：20

場 　 　 所 千里山キャンパス֚ᣃ

Վ ӏ ي 体

з୫ԇ研ሱサークル子どもの国Ȉあかとんɏȉ、手話サークルȈあっɊるȉ

з୫ԇ実践サークルȈうɊȉ、ボランティアサークルȈチャレンʂャーȉ

୫ԇ会Ȉʰネスコ研ሱ部ȉ、ボランティアセンター学生スタッフ

学生ي体ȈËÕMCȉ

ᴲǽᩜᛴޙ۾ʦʳ̔ ʐɭɬيͶऀȠፕȡ͢

　各ボランティア団体の幹部が交代するにあたり、次
期幹部に対して学内ボランティア団体が連携・協力し
て活動しているイベントやミーティングの進め方につ
いて引継ぎを行った。またアイスブレイクでは新旧幹
部のボランティア団体内の親睦を深め、グループワー
クにて普段のボランティア活動で困っていることを相
談・共有することにより団体同士の交流を深めた。

実 施 日 時 12 月 7 日（金）18：00 ～ 19：30

場 　 　 所 千里山キャンパス　東体育館多目的ルーム

Վ ӏ ي 体

з୫ԇ研ሱサークル子どもの国Ȉあかとんɏȉ、手話サークルȈあっɊるȉ

з୫ԇ実践サークルȈうɊȉ、ボランティアサークルȈチャレンʂャーȉ

୫ԇ会Ȉʰネスコ研ሱ部ȉ、ボランティアセンター学生スタッフ

学生ي体ȈËÕMCȉ
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学外助成案内及び推薦

۶Ӓᦂޙ

　学外の学生支援組織や社会福祉協議会は、学生のボランティア活動の振興のための助成を行っ
ている。ボランティアセンターでは、これらの団体から寄せられる助成金の案内を学内ボランティ
ア団体に情報提供を行ったうえで推薦し、助成が受けられるよう支援している。今年度は以下の
とおり助成金が支給された。

Ӓ成ي体：一般財団法人学生サポートセンター
ᗢي体：手話サークル「あっぷる」
Ӓ 成 ᭊ：100,000 円
活動内容：聞こえる、聞こえないに関わらず、日々の

手話学習や手話劇、手話コーラスなど手話
パフォーマンスの発表を通して、サークル
メンバーの総体的な手話表現力向上を目指
している。また、他大学や地域のサークル
との交流によって実践力を養いつつ、手話
の普及も行っている。

Ӓ成ي体：社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会
ᗢي体：児童文化研究サークル こどもの国「あかとんぼ」
Ӓ 成 ᭊ：50,000 円
活動内容：毎週水曜日に吹田市内にある学童保育へ訪

問し、子どもたちに人形劇や紙芝居、ゲー
ムなどのプログラムを披露したり、外遊び
を通して子どもたちと交流を行っている。
また、子どもたちを招待して劇を披露する
「チルドレンコンサート」といったイベント
も実施している。

Ӓ成ي体：社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会
ᗢي体：学生団体「KUMC」
Ӓ 成 ᭊ：150,000 円
活動内容：「防災啓発」と「ボランティア活動による地

域貢献」の 2つを軸として高槻ミューズキャ
ンパスを拠点に活動をしている。千里山キャ
ンパスに通う学生も多数在籍していること
から、千里山キャンパスにも支部を置き多
岐にわたり活動に取り組んでいる。小学生
への防災の出前授業の実施や、防災関連の
イベントの参加、防災グッズ作りなどを通
して楽しく防災を発信している。

本学では、社会貢献活動を団体の活動として行っている学生がいる。彼らの活動は、学外から
も高く評価されており、ボランティアセンターを通して各団体にボランティア依頼が多数寄せら
れる。2018年度は14件のボランティア依頼を受けた。
ここでは、団体の活動紹介と活動に関わっている活動者の声を紹介する。

社会貢献を行う学生団体

聞こえる聞こえないに関わらず、楽しむことを大切にしながら、日々手話の学習
や手話エンターテイメント（手話歌・劇）などの練習を行っており、手話における
表現力とは何かということを意識し、その向上に取り組んでいる。学園祭では、手
話を交えた歌の発表を行うことで手話の普及、イメージチェンジなどを図っている。
また、他の大学との交流や、地域のサークルでの活動で実際に聞こえない方と会話
することで実践力を高める活動も行っている。

̍ɹखαʔΫϧʮ͋ͬるʯ

目的

毎週 2 回、手話の学習会に行ったり、手話歌や劇などの発表では、団体として
の統一感を意識しながら、様々な人に活動の成果を見てもらう機会を設けている。
さらに、他団体との交流会では活動施設の手配から、手話通訳の依頼に応えたりと、
大学外においても活動の幅を広げている。それらの活動を通して、たくさんの人々
との出会いや今までにない経験を積むことができるよう取り組んでいる。

【主な活動】 ・関西大学主催手話交流会 ・学園祭での手話劇 ・手話歌発表
 ・声なし合宿 ・With Festa（手話歌発表会）

内容

○夏合宿
2018年࣊はᴶఌに２ล３日でч࣌ᅇのࡆڌにてȈ声なし合߂ȉを行いました。参加す

る前は３日ᩖも声をҋさずにᤈごして思Ⴞᣮができるのかと不ާでした。しかし、а

ᢝ方が手話でわからない単語はəっくり᚜してくれたり、ጤにంいてくれたりしっかり

とサʧーʒをしてくれました。３日ᩖ声なしの生活をして聞こえないとはどういうこと

かを学ぶことができました。手話ӌもとても˨ᤎすることができました。また、合߂前

よりも手話に対してさらに興味を持つようになりました。　　　　　（文・２年次生）

○With Festa
×éôèÆåóôáとは、ᣋႷٚの大学の手話サークʵが集まり手話Ӆ・コーラスのʛʟɳーマンスを行う大会

です。学ٛᇞにおけるʛʟɳーマンスの後に実ஃされる大会であったため、ໄ϶ఙᩖがᅽく、Ӆのセリʟ

や立ちͱᏚ、コーラスの手話をᜁえるのがとても大変でした。しかし、аᢝ方がಏ気ऐく私たち後ᢝに

߳してくださったおかȥでᎃ習も楽しんで取りጸɓことができました。छ日、会کに行ってᯆいたこと

は、観のୣやͅの大学のʛʟɳーマンスю߁です。私たちのサークʵにはない自のᰀӌがȰれȱれに

あり、良いҨ༜になりました。ͅ大学の人とも話をするൡ会があるため、̬Փ関Ρが広がり、楽しかった

です。2018年࣊は３ͱでしたが、2019年࣊は１ͱをᄻしてᬷएりたいと思います。　 （文・２年次生）

活動者の声

あっぷるん

― 54 ― ― 55 ―



本学では、社会貢献活動を団体の活動として行っている学生がいる。彼らの活動は、学外から
も高く評価されており、ボランティアセンターを通して各団体にボランティア依頼が多数寄せら
れる。2018年度は14件のボランティア依頼を受けた。
ここでは、団体の活動紹介と活動に関わっている活動者の声を紹介する。

社会貢献を行う学生団体

聞こえる聞こえないに関わらず、楽しむことを大切にしながら、日々手話の学習
や手話エンターテイメント（手話歌・劇）などの練習を行っており、手話における
表現力とは何かということを意識し、その向上に取り組んでいる。学園祭では、手
話を交えた歌の発表を行うことで手話の普及、イメージチェンジなどを図っている。
また、他の大学との交流や、地域のサークルでの活動で実際に聞こえない方と会話
することで実践力を高める活動も行っている。

̍ɹखαʔΫϧʮ͋ͬるʯ

目的

毎週 2 回、手話の学習会に行ったり、手話歌や劇などの発表では、団体として
の統一感を意識しながら、様々な人に活動の成果を見てもらう機会を設けている。
さらに、他団体との交流会では活動施設の手配から、手話通訳の依頼に応えたりと、
大学外においても活動の幅を広げている。それらの活動を通して、たくさんの人々
との出会いや今までにない経験を積むことができるよう取り組んでいる。

【主な活動】 ・関西大学主催手話交流会 ・学園祭での手話劇 ・手話歌発表
 ・声なし合宿 ・With Festa（手話歌発表会）

内容

○夏合宿
2018年࣊はᴶఌに２ล３日でч࣌ᅇのࡆڌにてȈ声なし合߂ȉを行いました。参加す

る前は３日ᩖも声をҋさずにᤈごして思Ⴞᣮができるのかと不ާでした。しかし、а

ᢝ方が手話でわからない単語はəっくり᚜してくれたり、ጤにంいてくれたりしっかり

とサʧーʒをしてくれました。３日ᩖ声なしの生活をして聞こえないとはどういうこと

かを学ぶことができました。手話ӌもとても˨ᤎすることができました。また、合߂前

よりも手話に対してさらに興味を持つようになりました。　　　　　（文・２年次生）

○With Festa
×éôèÆåóôáとは、ᣋႷٚの大学の手話サークʵが集まり手話Ӆ・コーラスのʛʟɳーマンスを行う大会

です。学ٛᇞにおけるʛʟɳーマンスの後に実ஃされる大会であったため、ໄ϶ఙᩖがᅽく、Ӆのセリʟ

や立ちͱᏚ、コーラスの手話をᜁえるのがとても大変でした。しかし、аᢝ方がಏ気ऐく私たち後ᢝに

߳してくださったおかȥでᎃ習も楽しんで取りጸɓことができました。छ日、会کに行ってᯆいたこと

は、観のୣやͅの大学のʛʟɳーマンスю߁です。私たちのサークʵにはない自のᰀӌがȰれȱれに

あり、良いҨ༜になりました。ͅ大学の人とも話をするൡ会があるため、̬Փ関Ρが広がり、楽しかった

です。2018年࣊は３ͱでしたが、2019年࣊は１ͱをᄻしてᬷएりたいと思います。　 （文・２年次生）

活動者の声

あっぷるん
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吹田市内の学童訪問や長期休みを利用した小学校への訪問、地域行事などで子ど
もたちとふれあい、その関わりを通じて私たち自身も成長したいと考えている。

̎ɹࣇಐจԽڀݚαʔΫϧࢠͲのࠃʮ͔͋ͱΜ΅ʯ

目的

毎週水曜日に吹田市内にある学童保育へ訪問し、子どもたちに人形劇や紙芝居、
ゲームなどのプログラムを披露したり、ドッヂボールや鬼ごっこなどの遊びを通
じて子ども達と交流をしている。

【主な活動】
・毎週水曜日の学童訪問 ・公演（地域行事への参加など）
・夏合宿（大阪府以外の小学校へ泊りがけで訪問）
・チルドレンコンサート（普段訪問している学童の子どもたちを招待し、演劇を披露する）

内容

۳合߂では、ௐ段ᜪץすることのないͅᅇのߴ学ಇに行き、1日という長いᩖをᣮ

して人ढӅやጤᓱࠊなどのʡʷɺラムや子どもたちとの̬流を行っています。子どもた

ちとするᩖが長いため、いつも͏˨に子どもたちとコミュニケーションを取れるɎ

か、ௐ段の活動ではしない少しѼった工ͽなどで、子どもたちとˢ፳に楽しɓことがで

きます。子どももあかとんɏʫンʚーも楽しく៱な体験をすることができるɮʣンʒ

でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （社会・３年次生）

活動者の声

○夏合宿

ʋʵʓレンコンサーʒは、ௐ段ᜪץしている学の子どもたちをગशしてӅをす

るɮʣンʒです。 ጙ³ ˀఌᩖᎃ習をするので、ީ࣊がᯚく、ු年たくさんの学ጥさん

に楽しんでもらっています。 ᎃ習の˹で大きな声をҋすᎃ習や情をこめて話すᎃ習を

するので、ௐ段のᜪץで行っている人ढӅやጤᓱࠊでも生かすことができます。 あかと

んɏʫンʚーп׆が関わる行事なので、あかとんɏюのጺを深めるいいൡ会となってい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （経済・２年次生）

○チルドレンコンサート

ϐϩϯ͘ん
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吹田市内の学童訪問や長期休みを利用した小学校への訪問、地域行事などで子ど
もたちとふれあい、その関わりを通じて私たち自身も成長したいと考えている。

̎ɹࣇಐจԽڀݚαʔΫϧࢠͲのࠃʮ͔͋ͱΜ΅ʯ

目的

毎週水曜日に吹田市内にある学童保育へ訪問し、子どもたちに人形劇や紙芝居、
ゲームなどのプログラムを披露したり、ドッヂボールや鬼ごっこなどの遊びを通
じて子ども達と交流をしている。

【主な活動】
・毎週水曜日の学童訪問 ・公演（地域行事への参加など）
・夏合宿（大阪府以外の小学校へ泊りがけで訪問）
・チルドレンコンサート（普段訪問している学童の子どもたちを招待し、演劇を披露する）

内容

۳合߂では、ௐ段ᜪץすることのないͅᅇのߴ学ಇに行き、1日という長いᩖをᣮ

して人ढӅやጤᓱࠊなどのʡʷɺラムや子どもたちとの̬流を行っています。子どもた

ちとするᩖが長いため、いつも͏˨に子どもたちとコミュニケーションを取れるɎ

か、ௐ段の活動ではしない少しѼった工ͽなどで、子どもたちとˢ፳に楽しɓことがで

きます。子どももあかとんɏʫンʚーも楽しく៱な体験をすることができるɮʣンʒ

でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （社会・３年次生）

活動者の声

○夏合宿

ʋʵʓレンコンサーʒは、ௐ段ᜪץしている学の子どもたちをગशしてӅをす

るɮʣンʒです。 ጙ³ ˀఌᩖᎃ習をするので、ީ࣊がᯚく、ු年たくさんの学ጥさん

に楽しんでもらっています。 ᎃ習の˹で大きな声をҋすᎃ習や情をこめて話すᎃ習を

するので、ௐ段のᜪץで行っている人ढӅやጤᓱࠊでも生かすことができます。 あかと

んɏʫンʚーп׆が関わる行事なので、あかとんɏюのጺを深めるいいൡ会となってい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （経済・２年次生）

○チルドレンコンサート

ϐϩϯ͘ん

吹田市内の学童保育学級に通っている小学校 1 年生から 4 年生を対象とし、子
どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指導員の方が
見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子どもの見本とな
る行動をし、子どもの成長に携わることを目的としている。

̏ɹࣇಐจԽ実ફαʔΫϧʮ͏ʯ

目的

毎週水曜日に吹田市内の小学校の学童保育を訪問し、子どもたちと遊んだり、
うぷのプログラムであるペープサート（紙の人形劇）、紙芝居、身体を動かすゲー
ムを子どもたちの前で披露している。また、その他にも夏休みの長期休暇を利用
して地方の小学校に訪問し、体育館をお借りして公演を行う合宿公演や子ども野
外カーニバル、普段訪問している小学校の子どもたちを大学に招待するイベント
を行っている。

【主な活動】
・新入生歓迎会 ・千里第二子どもカーニバル
・学童保育訪問 ・夏合宿公演
・学園祭 ・KUシンフォニーホールでのイベント開催

内容

ɮʣンʒуは、ௐ段学ίᑎの活動をさせていただいている学ጥさんにពの気持

ちをᣅめて、関西大学にて行います。今年࣊は 2 日ᩖで 9 つの学ጥさんにӅや人ढӅ

などのуを行いました。私たちがɴリʂʔʵで考えたӅや人ढӅで子どもたちがц

して楽しんでいるݎを見たとき、うれしさとцにᤎをじたことをᜁえています。

また、1 年ᩖ活動をцにしたး 2 回生の長もじられたᅨᩖでもありました。心शち

にしている子どもたちのためにも、今後もፖけていきたい活動です。   （経済・³ 年次生）

活動者の声
○イベント

大学の۳͡ޖに大᩸ࣈ外のߴ学ಇへᜪץし、人ढӅやɴリʂʔʵのɼームなどをᣮ

じて子どもたちと̬流をします。2018 年はोࡀᅇのߴ学ಇへͫい、合߂を行いました。

子どもたちのታを見ることができ、学ಇ関Ρ者Ւびί឴者の方ȁからȈ子どもたちに

とって楽しい思いҋになりましたȉなどといったおᕹをいただき、ݼしく思いました。

ໄ϶やᎃ習などを፭߈に行うため、私たち自身も長することができる、Ᏺな活動

であるとじました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法・３年次生）

○夏合宿

ͺん͙ʔͪΌん
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ボランティアサークル「チャレンジャー」は視覚特別支援学校や障害者福祉施
設のイベントにボランティアとして参加することによる社会貢献を目的としてい
る。また、普段接する機会の少ない障がいのある方との関わりを通して障がいに
対する理解を深め、私たち自身も成長することを目指している。

�ɹボランティアαʔΫϧʮνϟϨンδϟʔʯ

目的

視覚特別支援学校での行事における手引きやサポート、障害者福祉施設「ゆう
ゆう会」での行事における車いすでの移動のお手伝いや食事介助、トイレ介助な
どを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアや日
本テレビ「24 時間テレビ」の募金活動も行っている。

【主な活動】
・視覚特別支援学校での活動 ・障害者福祉施設「ゆうゆう会」での活動　
・日本テレビ「24時間テレビ」募金活動 ・「まちつく」への参加
・吹田こどもまつり
・あすわ～く1泊旅行

内容

社会ᇩᇐ法人 Ʌがしよどがわᇩᇐ会 あすわ～くの人たちと会うことは年にୣ回しか

ありませんが、障がいのある方、यらとௐ段しているஃᜫのᐳ׆さんたちと、պじ

で１ลすることで、Ɏかの活動で自分がᩖに取りጸんでいるだけではない̿Ӓを知ࠎ

ることができたことが、１年の活動の˹で、私にとって印象深いことです。Ȱの後はͅ

の活動でも、見えているところ͏外でどんなことにҟ用者さんたちがٌっているのか、

Ѕしながら行動できるようになりました。　　　　　　　　　　　　　（文・２年次生）

活動者の声
○あすわ～く1泊旅行

əうəう会ではఌに１࣊、障害者ஃᜫに行き、Ȱこで活動をしたり、ときには障がい

のある方とˢ፳におでかけもします。えば、Ž ボʍʋʭ ž とよばれる障がい者スʧー

ʎを行うのですが、ᄌྒしたいとなり、とても楽しいです。Ȱのͅ、ሳຨにۻを見

に行ったり、ᤅᮁにも行きました。

私は̿Ӓ経験がありませんでしたが、支障はなく活動に参加でき障がいのある方ȁと

楽しいᩖをᤈごせるとともにयらのぶݎを見てЫ気をもらっています。ු回の活動

において、たくさんのことを学ばせてもらっています。    　　　　　　　（法・２年次生）

○ゆうゆう会

ƆȈまちつくȉとは、ʊンボーʵを使ってŽまちžをつくる

　۳͡みのߴ学生向けʹークショʍʡです。

νϟϨϯδϟʔ
Ϛϯ
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ボランティアサークル「チャレンジャー」は視覚特別支援学校や障害者福祉施
設のイベントにボランティアとして参加することによる社会貢献を目的としてい
る。また、普段接する機会の少ない障がいのある方との関わりを通して障がいに
対する理解を深め、私たち自身も成長することを目指している。

�ɹボランティアαʔΫϧʮνϟϨンδϟʔʯ

目的

視覚特別支援学校での行事における手引きやサポート、障害者福祉施設「ゆう
ゆう会」での行事における車いすでの移動のお手伝いや食事介助、トイレ介助な
どを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアや日
本テレビ「24 時間テレビ」の募金活動も行っている。

【主な活動】
・視覚特別支援学校での活動 ・障害者福祉施設「ゆうゆう会」での活動　
・日本テレビ「24時間テレビ」募金活動 ・「まちつく」への参加
・吹田こどもまつり
・あすわ～く1泊旅行

内容

社会ᇩᇐ法人 Ʌがしよどがわᇩᇐ会 あすわ～くの人たちと会うことは年にୣ回しか

ありませんが、障がいのある方、यらとௐ段しているஃᜫのᐳ׆さんたちと、պじ

で１ลすることで、Ɏかの活動で自分がᩖに取りጸんでいるだけではない̿Ӓを知ࠎ

ることができたことが、１年の活動の˹で、私にとって印象深いことです。Ȱの後はͅ

の活動でも、見えているところ͏外でどんなことにҟ用者さんたちがٌっているのか、

Ѕしながら行動できるようになりました。　　　　　　　　　　　　　（文・２年次生）

活動者の声
○あすわ～く1泊旅行

əうəう会ではఌに１࣊、障害者ஃᜫに行き、Ȱこで活動をしたり、ときには障がい

のある方とˢ፳におでかけもします。えば、Ž ボʍʋʭ ž とよばれる障がい者スʧー

ʎを行うのですが、ᄌྒしたいとなり、とても楽しいです。Ȱのͅ、ሳຨにۻを見

に行ったり、ᤅᮁにも行きました。

私は̿Ӓ経験がありませんでしたが、支障はなく活動に参加でき障がいのある方ȁと

楽しいᩖをᤈごせるとともにयらのぶݎを見てЫ気をもらっています。ු回の活動

において、たくさんのことを学ばせてもらっています。    　　　　　　　（法・２年次生）

○ゆうゆう会

ƆȈまちつくȉとは、ʊンボーʵを使ってŽまちžをつくる

　۳͡みのߴ学生向けʹークショʍʡです。

νϟϨϯδϟʔ
Ϛϯ

ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に子どもた
ちとの交流を中心としたボランティア活動を行なっている。子どもたちには、普
段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交流の楽しさや集団
行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、子どもたちとの交流により、
部員の行動力や責任感を培い、新たな成長に繋げていくことも目的の 1つである。

�ɹจԽձʮϢωείڀݚ෦ʯ

目的

吹田市在住の子どもたちと月に 1度交流する「スクール」を中心に活動している。
「スクール」では、運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなどの活動も
行なっている。その他には、吹田市を中心に、地域イベントの運営補助や企画、
清掃活動などのボランティア活動にも取り組んでいる。

【主な活動】
・スクール ・スクール遠足
・スクールキャンプ ・文化フェスティバル

内容

Ȉスクーʵȉでは子どもたちと様ȁな活動を行うことができ、ௐ段なかなか経験で

きないЭ実したᩖをᤈごすことができます。また、子どもたちとの̬流をᣮして、

活動自体の楽しさやЭ実だけではなく、自らの長もじることができると思いま

す。子どもたちに楽しんでもらえるように、׆とさまȩまな͙႕を考えることも楽

しみの１つです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （法・３年次生）

活動者の声

○スクール（活動全体を通して）

Ȉスクーʵȉでˢ፳に活動している子どもたちと、ௐ段とはᤏった活動をすること

ができ、多様な学びや経験がीられる៱な活動だと思います。自ུにɈれたり、さ

まȩまなアクティʝティを行なったりする˹で、いつもとは少しᤏった子どもたちの

を見ることができます。また、߂ลをᣮして、׆պۢの͓をより深めることもで

きるとじています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （法・２年次生）

○スクールキャンプ

ΏͶん
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私たち KUMC は、地域の住民、子どもを中心として地域に向けて防災に関する
情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、地域密
着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こったときに、自
分たちが伝えた内容が活かされることを目標にしている。また、地域のお祭りや
イベントなどにおいて企画運営や警備ボランティアなどに参加することで、地域
を盛り上げるお手伝いをするといった地域貢献活動にも取り組んでいる。

�ɹ学ੜஂମʮ,6.$ʯ

目的

地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなど、様々な
イベントに参加し、防災知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。活動の
中で、災害時に子どもたちが自分自身を守ることができるように、自作のパワーポ
イントやゲームを使うなど、より多くの知識をわかりやすく伝える工夫をしている。
地域貢献活動では、高槻市や茨木市、吹田市エリアを中心に様々なボランティア
イベントに積極的に参加している。
また、春と夏には自分たちの学習の一環も兼ねて東北を訪れ、現地の語り部さん
のお話を聞いたり、津波の到達地点に桜の木を植えて後世に伝える「桜ライン 
3.11」という活動にも参加している。

【主な活動】 ・小学校での防災出前授業 ・図書館での防災絵本の読み聞かせ
 ・防災ゲームや防災グッズの作成 ・地域のイベントでのボランティア

内容

ᯚ഼ミューズɷʭンʛスで開ϸされるミューズɷʭンʛスᇞは、ËÕÍÃの活動の˹で

もかなり大きなɮʣンʒです。᩻災関ᣵの様ȁなʡʷɺラムが行われるおᇞりですが、

私たちは、˿に子どもたちとί឴者の方を対象に、楽しみながら᩻災に興味を持っても

らうために、᩻災に関するɼームやɺʍズȸくりなどのʠースをҋしています。地ڒの

方にËÕÍÃの活動を知っていただける良いൡ会にもなっています。ɮʣンʒではまさに

みんなでŽ᩻災を学びあうžɮʣンʒになっています。   　　   （社会ާп・３年次生）

活動者の声
○ミューズキャンパス祭

ËÕÍÃでは年に２回、யと۳にూԈへ行くൡ会があります。யはȈಡラɮン３.11ȉというూ日本大震

災の際のแฯのҢᤎ地ཟにಡをൗし、後˰に伝える活動に参加しています。۳は、震災ᤤഫを見たり、

語りさんのお話を聞いたりしています。2019年はး地の大学生との̬流も行います。また、どちらのᜪ

においても、ూԈのᰀӌを知ることも大切なᄻᄑのˢつにしているので、きれいなᓨを見たり、新ᰚץ

でおいしいのࢶを味わったりしています。Ȱして、း地でじたことや見たもの、学んだことを活動に

Ыし、生かしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会ާп・３年次生）

○東北ツアー

·͘っ͘
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私たち KUMC は、地域の住民、子どもを中心として地域に向けて防災に関する
情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、地域密
着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こったときに、自
分たちが伝えた内容が活かされることを目標にしている。また、地域のお祭りや
イベントなどにおいて企画運営や警備ボランティアなどに参加することで、地域
を盛り上げるお手伝いをするといった地域貢献活動にも取り組んでいる。

�ɹ学ੜஂମʮ,6.$ʯ

目的

地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなど、様々な
イベントに参加し、防災知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。活動の
中で、災害時に子どもたちが自分自身を守ることができるように、自作のパワーポ
イントやゲームを使うなど、より多くの知識をわかりやすく伝える工夫をしている。
地域貢献活動では、高槻市や茨木市、吹田市エリアを中心に様々なボランティア
イベントに積極的に参加している。
また、春と夏には自分たちの学習の一環も兼ねて東北を訪れ、現地の語り部さん
のお話を聞いたり、津波の到達地点に桜の木を植えて後世に伝える「桜ライン 
3.11」という活動にも参加している。

【主な活動】 ・小学校での防災出前授業 ・図書館での防災絵本の読み聞かせ
 ・防災ゲームや防災グッズの作成 ・地域のイベントでのボランティア

内容

ᯚ഼ミューズɷʭンʛスで開ϸされるミューズɷʭンʛスᇞは、ËÕÍÃの活動の˹で

もかなり大きなɮʣンʒです。᩻災関ᣵの様ȁなʡʷɺラムが行われるおᇞりですが、

私たちは、˿に子どもたちとί឴者の方を対象に、楽しみながら᩻災に興味を持っても

らうために、᩻災に関するɼームやɺʍズȸくりなどのʠースをҋしています。地ڒの

方にËÕÍÃの活動を知っていただける良いൡ会にもなっています。ɮʣンʒではまさに

みんなでŽ᩻災を学びあうžɮʣンʒになっています。   　　   （社会ާп・３年次生）

活動者の声
○ミューズキャンパス祭

ËÕÍÃでは年に２回、யと۳にూԈへ行くൡ会があります。யはȈಡラɮン３.11ȉというూ日本大震

災の際のแฯのҢᤎ地ཟにಡをൗし、後˰に伝える活動に参加しています。۳は、震災ᤤഫを見たり、

語りさんのお話を聞いたりしています。2019年はး地の大学生との̬流も行います。また、どちらのᜪ

においても、ూԈのᰀӌを知ることも大切なᄻᄑのˢつにしているので、きれいなᓨを見たり、新ᰚץ

でおいしいのࢶを味わったりしています。Ȱして、း地でじたことや見たもの、学んだことを活動に

Ыし、生かしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会ާп・３年次生）

○東北ツアー

·͘っ͘

ボランティアサークル「WEVO」は、「自分たちにできるボランティアを楽しく
行う」ことが活動の目的である。また、活動する際には①地域とのつながりを大
切にする②事業所と連絡を取り合い調整や企画を行うことにより良い関係を築く
③ボランティア先での交流や経験を通し様々なことを学ぶ、という 3 点を意識し
て活動している。

�ɹʮ8&70ʯ

目的

主な活動は毎月第 1 水曜日と土曜日の子ども食堂への参加や大和川清掃である。
子ども食堂を開催している施設、大和川ともに堺キャンパス付近に位置しており、
地域に根差した活動となっている。子ども食堂でのボランティアは、遊びや勉強
の見守りなどを中心に活動し、子どもたちと同じ目線での活動を行えるよう意識
している。

【主な活動】
・子ども食堂（ハート食堂とおにぎり食堂） ・大和川清掃
・大阪マラソン清掃ボランティア

内容

活動させていただいている子ども᭥ڛでは、цに᭥事をするɎか、クラʟʒ体験などを

ˢ፳に楽しんでいます。ፎᕹం体験では、おᓹの૫き方をа生からご߳いただいたので

すが、子どもたちはいཟをᓹびらに付け加え、˨手に生き࿎に変えるといったように自

由な発やൡᢆをҟかせた行動に気ȸかされることも多く、ු回新ᰚな気持ちで参加して

います。ఌ１¬２回の活動᭄࣊ではありますが、子どもたちと関わり長を見ަるなか

で、新たな気付きをीて自身の長もじることができます。　（人ᩖϧ３・࣐年次生）

活動者の声

○子ども食堂

大᩸マラʇンຏોボランティアでは、ランʔーの方ȁがፈ෩したあとのጤコʍʡɾミ

などの回収を行いました。ᠨりけていくランʔーのᄒさんにエーʵをᣞると、ྼやか

にȈख़援ありがとうȉとᣌして˩さったり、ランʔーの方自ら声をかけて˩さったりし

ました。大᩸マラʇンでは、42.195ëᵪを少しでもफ़ᤛにᠨってもらうために、様ȁな

方ȁがランʔーのᄒさんをサʧーʒしています。私も末ብながらˢ׆として加わること

ができて良かったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　   （人ᩖϧ２・࣐年次生）

○大阪マラソン清掃ボランティア

Φλϊγϛϯ
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2018 年度は部員のほとんどが手話初心者でしたが、他大学との
合同勉強会を通じて大学間交流に積極的に参加し、手話が上達する
よう頑張りました。また、日頃の活動はもちろん、夏合宿やクリス
マス会など季節のイベントも積極的に行い『手話サークル「あっぷ
る」＝手話の勉強』ではなく、楽しく日常会話を通じて手話を使え
るようになる活動を心がけました。他にも、聴覚障がいがある子ど
もの保育ボランティアにも取り組んでいます。このようなたくさんの行事を通じてサークルメン
バーと仲良くなり、1 年間で “ 手話力 ” をあげることができ、とても充実したサークル生活を送
ることができました。2019 年度に向けて手話初心者でも大学から始めやすい環境を作り、1 人で
も多くの方に手話に興味をもってもらえるような活動をしていきたいと思います。また、保育ボ
ランティアだけでなく手話通訳などのボランティアも行えるようよりいっそう手話の勉強に励み
たいと思います。

֤団体のදऀの
खαʔΫϧʮ͋ͬるʯ දɿాதɹलݭ

この 1 年間も特に変わりなく、毎週水曜日の学童訪問に加えて、
週末のイベントへの参加など、充実した活動を行っています。新入
生も十分な人数が加わりました。 しかし学童訪問では、子どもたち
の人数が増える一方で、授業の都合で参加出来るメンバーが少なく、
一部のメンバーに負担が偏る状況が続いています。そして人形劇な
どのプログラムにおいては、内容が幼く、高学年には向かないとい
う課題も未だにあります。先月学童保育の指導員の方にお話を聞く機会があり、アドバイスを求
めたのですが、指導員の方々もまだ高学年への接し方は模索している最中と伺いました。訪問を
重ねる中で、私達もより子どもたちへの理解を深め、指導員の方々とも連携しながら活動できる
1 年になればと思っています。 これからも、子どもたちに一層楽しんでもらえるよう探求を続け、
部員一同取り組んで参ります。

ʮ͔͋ͱΜ΅ʯࠃͲのࢠαʔΫϧڀݚಐจԽࣇ දɿ্ాɹܙཧ

私達の活動のなかで最も有意義なことは子ども達の笑顔を見られ
ること、成長の瞬間を近くで感じられることだと考えています。私
たちは毎年吹田市内の学童保育学級を訪れていますが、訪れるたび
に驚きと発見の連続です。一番年下だった子が先輩になり、年下の
子たちに優しく色々なことを教えていたり、けん玉が上達したこと
を笑顔で教えてくれたり、乗れなかった一輪車に乗れるようになっ
ていたりと、一年見ていない間に多くのことを学んでいる様子がうかがえて、毎回成長を感じて
います。私たちもそんな子どもたちに負けないように向上心を持ち、子どもたちが楽しむ顔が見
られるように日々成長を続けるサークルでありたいと思います。また、学童保育学級への訪問、
イベント行事などの活動を支えてくださる方々へ日々の感謝を忘れず、今後も精一杯努力を続け
ていきます。

ಐจԽ実ફαʔΫϧʮ͏ʯࣇ දɿࡾɹ༞ق
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2018 年度は部員のほとんどが手話初心者でしたが、他大学との
合同勉強会を通じて大学間交流に積極的に参加し、手話が上達する
よう頑張りました。また、日頃の活動はもちろん、夏合宿やクリス
マス会など季節のイベントも積極的に行い『手話サークル「あっぷ
る」＝手話の勉強』ではなく、楽しく日常会話を通じて手話を使え
るようになる活動を心がけました。他にも、聴覚障がいがある子ど
もの保育ボランティアにも取り組んでいます。このようなたくさんの行事を通じてサークルメン
バーと仲良くなり、1 年間で “ 手話力 ” をあげることができ、とても充実したサークル生活を送
ることができました。2019 年度に向けて手話初心者でも大学から始めやすい環境を作り、1 人で
も多くの方に手話に興味をもってもらえるような活動をしていきたいと思います。また、保育ボ
ランティアだけでなく手話通訳などのボランティアも行えるようよりいっそう手話の勉強に励み
たいと思います。

֤団体のදऀの
खαʔΫϧʮ͋ͬるʯ දɿాதɹलݭ

この 1 年間も特に変わりなく、毎週水曜日の学童訪問に加えて、
週末のイベントへの参加など、充実した活動を行っています。新入
生も十分な人数が加わりました。 しかし学童訪問では、子どもたち
の人数が増える一方で、授業の都合で参加出来るメンバーが少なく、
一部のメンバーに負担が偏る状況が続いています。そして人形劇な
どのプログラムにおいては、内容が幼く、高学年には向かないとい
う課題も未だにあります。先月学童保育の指導員の方にお話を聞く機会があり、アドバイスを求
めたのですが、指導員の方々もまだ高学年への接し方は模索している最中と伺いました。訪問を
重ねる中で、私達もより子どもたちへの理解を深め、指導員の方々とも連携しながら活動できる
1 年になればと思っています。 これからも、子どもたちに一層楽しんでもらえるよう探求を続け、
部員一同取り組んで参ります。

ʮ͔͋ͱΜ΅ʯࠃͲのࢠαʔΫϧڀݚಐจԽࣇ දɿ্ాɹܙཧ

私達の活動のなかで最も有意義なことは子ども達の笑顔を見られ
ること、成長の瞬間を近くで感じられることだと考えています。私
たちは毎年吹田市内の学童保育学級を訪れていますが、訪れるたび
に驚きと発見の連続です。一番年下だった子が先輩になり、年下の
子たちに優しく色々なことを教えていたり、けん玉が上達したこと
を笑顔で教えてくれたり、乗れなかった一輪車に乗れるようになっ
ていたりと、一年見ていない間に多くのことを学んでいる様子がうかがえて、毎回成長を感じて
います。私たちもそんな子どもたちに負けないように向上心を持ち、子どもたちが楽しむ顔が見
られるように日々成長を続けるサークルでありたいと思います。また、学童保育学級への訪問、
イベント行事などの活動を支えてくださる方々へ日々の感謝を忘れず、今後も精一杯努力を続け
ていきます。

ಐจԽ実ફαʔΫϧʮ͏ʯࣇ දɿࡾɹ༞ق

私はチャレンジャーに入ってちょうど 1 年が経ち、「はじめの頃はわ
からなかった『手引き』について少しずつわかってきた」と言いたいと
ころですが、活動にはいくつか種類があり、障がいのある方といって
もそれぞれみなさん介助の仕方も様々であるため、2 回生になった今
でもまだ、わからないことが多 あ々ります。そんなとき、一緒に活動す
るチャレンジャーの先輩方や、活動の中で出会う利用者さんの保護者
や、プロのガイドヘルパーさんたちから、どうしたらいいか教えてもらっています。
自分が 1 年次生のときは、わからないことがあってもまず活動に参加していました。手探りながら
も目の前の障がいのある方や保護者さんたちに楽しんでもらうことができていたと思いますし、自分も
楽しめていました。今年からは、自分が先輩方に教えてもらったことを 1 年次生に伝え、その次、そ
の次…と活動がずっと続いていったらいいなと思います。

ボランティアαʔΫϧʮνϟϨンδϟʔʯ දɿখྛɹՆ࣮

私たちの活動は、子どもたちと関わる機会が多いため、特に部員の
協力が欠かせないです。2018 年度も多くの新入生が入部してくれたた
め、子ども一人ひとりに対する部員の細やかな気配りが可能になったと
感じています。また、部員が増えたことにより、活動の幅が広がり、様々
な企画をすることができたことも、2018 年度における大きな変化であ
ったと思います。部員それぞれが自主的に行動し、子どもたちと積極
的に接したりする姿が多く見られたことは大変嬉しく思います。また、どの活動においても部員の参
加率が高く、活動を円滑に行うことができたので、部員の協力にはとても感謝しています。2019 年度
においても、部員一人一人が自ら考えて行動し、主体的に参加できるように、企画の段階から多くの
部員が関わっていけるように配慮し、部員全員が子どもたちと楽しんで活動できるように努力していき
たいと思います。

จԽձʮϢωスίڀݚ෦ʯ දɿᮟՀҪࡊ��ॹ

2018 年度は、挑戦と活動の幅の広がりを実感する 1 年になったと考
えます。2017 年度に部員数が飛躍的に増加したことに伴い KUMC と
してできることが増えた。実際に 2017 年度と比較して活動への参加
者は多いもので約 2倍にまで増加しました。
また、高槻市の教育委員会と連携を取ることで、活動の幅を広げる
ことに成功し、放課後子ども教室における防災の授業の活動は 2017
年度と比較して約 3 倍に増加しました。さらに、幼稚園児とその保護者を対象として防災の授業を行
うなど、対象年齢の幅も広がっています。
このように 2018 年度は部員数の増加と新しい事への挑戦により、求められることと取り組めること
の増加を実感する 1 年となりました。そして、これに伴って部員のモチベーションも上げることができ
たと考えているので、2019 年度以降も「防災」と「地域貢献」という軸を基に新しい事への挑戦を
続けていきたいと考えます。

学生団体ʮ,6.$ʯ දɿଜɹଠҰ
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2018 年度は子ども食堂での活動に注力し、継続的に参加させてい
ただきました。大学生にもなると、子どもや近隣の方 と々交流する機
会が失われがちですが、子ども食堂を通して世代間コミュニケーショ
ンを楽しみつつ、地域の一員としての自覚を育むことができました。
また、活動終了後などに開催場所の職員の方たちと、活動の振り返
りや次回に向けてのミーティングを行うことで、ただ単に活動に参加
するだけでなく、企画運営にも関心を向けることができ、より中身の濃い活動を行えた 1年になった
のではないかと感じています。2019 年度は、活動基盤が安定していることや、人間健康学部の福
祉専攻の学生だけでなく、スポーツ専攻の入部希望者が増加傾向にあることを踏まえて、従来の活
動だけではなく、他の準登録団体やゼミとの交流を生かした多様な活動を行い、部員が気軽に活
動に参加できるようにしたいと考えています。

ʮ8&70ʯ දɿాதɹܡՖ
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ボランティアセンターでは、関大生にボランティア活動の魅力を伝えるために次の広報活動を
おこなっている。

ᴮǽ×åâɿɮʒ

タイムリーな情報を発信し、ボランティア参加に繋がるように心がけた。

９　広　報　活　動

― 65 ―



ᴯǽɹʴɬʟɫɮʵ

2008 年度からボランティアセンターと学生スタッフの広報手段として作成しており、受け取っ
た学生が日常的に使用してくれることで認知度向上に繋がっている。
2018 年度では、2,000 部を作成し、クリアファイルの一部を透明にして中身が見えるデザイン
にした。
今回は「繋がり」をコンセプトにデザインした。「ボランティア活動を通して、日常生活ではあ
まり関わる機会のない人とのつながりを持つ大切さを知ってほしい」という思いを込めて作成して
いる。
クリアファイルの中央の円には 2人の心から伸びた手が繋がれたイラストで、ボランティア活
動を通して人と人の「心のつながり」があることを表現している。また、中央の円を透明にする
ことで、クリアファイルを受け取った人の「ボランティアの色」に染めてほしいという思いが込
められている。中央の円の周りにはボランティア活動の風景を描き、一人一人の個性の違いを表
現するため人物の色を変えている。色のちがう人たちが協力して同じボランティアをすることで
心がつながる様子を表現した。
ボランティア活動の暖かい雰囲気を表現するために中央の円からオレンジ色や黄色などの暖色
系の色が広がっていき、「心のつながり」の象徴として毛糸でVolunteer の文字を表現することで、
クリアファイルを受け取った人にボランティア活動を通して「心のつながり」を感じてほしいと

いうメッセージを込めている。

2018年度࿂（2,000部）
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ᴰǽʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ʴ ʟ˂ʁ ʍʒɁоႆп׆ᥓ͇

本紙は、ボランティアセンターの認知度アップとボランティアセンター学生スタッフを含む学
生のボランティア団体の新入生獲得を目的に作成し、2010 年度より新入生全員に配付している。
作成以降、センター来室者が増加した。また、学内のボランティア団体においては新入部員の
増加に繋がった。

ᴱǽൡᩜᝒȈÖïìõòùᴥʦʳʴ˂ᴦȉɁᄉᚐ

職員と学生スタッフが編集委員となって作成した。職員は、アドバイスと校正を中心とし、学
生スタッフの自主性を引き出すように支援した。
　・vol.35（3 月 20 日発行）、vol.36（6 月 29 日発行）、vol.37（12 月 14 日発行）
　・vol.35 は 12,500 部、vol.36・37 は 2,000 部発行

2018年度࿂（12,500部）
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「Volury」Vol.35（2018年３月20日ᄉ行）

新入生͚ʹ
ボランティアηンλー

͓Αͼボランティアηンλー
ֶ生ελッϑɺボランティアஂମ
ͷհΛͨ͠ɻ·ͨɺʮࣗʹ
͋ͬͨボランティア͕Կ͔ʯΛ

அ͢ΔϖージΛ
ͨ͠ɻ࡞
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「Volury」Vol.36（2018年６月29日ᄉ行）

ボランティアηンλー
ֶ生ελッϑ͕اըӡӦ͢Δ
ՏʹؔΘΔボランティアମݧ
πアーͷհ࣮ࡍʹ
ボランティア活動Λ͍ͯ͠Δ
ֶ生ελッϑʹΠンλϏュー
Ͱボランティアͷࣜܗ
ັྗΛ͑ͨɻ
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「Volury」Vol.37（2018年12月14日ᄉ行）

ボランティアηンλー
ֶ生ελッϑ͕اըӡӦ͢Δ
ボランティアମݧπアーͷհ
࣮ࡍʹボランティアମݧπアー
Ճ͢Δ·ͰͷྲྀΕΛհ͠ɺࢀʹ
ՃͰ͖Δࢀʹܰؾ ͱ͜Λ

アϐーϧͨ͠ɻ
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ʦʳʽʐɭɬͶ᮷֖ڨ

ボランティアセンターは、活動参加者がボランティア体験について振り返る機会を作るために、
体験報告を寄せてもらうよう呼びかけをしている。また、体験報告をホームページなどに掲載し、
自由に閲覧できるようにすることにより、具体的なイメージが湧きやすく、同じ関大生が参加し
たボランティアであれば、安心して参加できるという学生も少なくないようである。
ここでは、2018 年度に学生から寄せられた体験報告を一部紹介する。

分 野 環境

内 容 大学֚ᣃのຏો活動（関大クリーン大作 in 高槻）

日 程 ４月18日（水）

感 想

もっと高槻のことがᅺりたいと९ったのでՎӏしɑし

た。同じ目的をધった学生や地域の人と一፳に活動をし

て、たくȨん交ํできたのでݼしかったです。

（法・3 年ඒ生）

ボランティアにᒾ֞があったのでՎӏしɑした。新し

い出会いがあり、自分の手でᚔをきɟいにできたという

達成感も感じることができɑした。　　　（2・ף 年ඒ生）

分 野 環境

内 容 大学֚ᣃのຏો活動（関大クリーン大作 in 梅田）

日 程 ４月22日（日）

感 想

関大の一員として、何か活動を行いたかったのでՎӏ

しɑした。ௐは関わるきっかけがなかったаᢝやᤏう

学部のՓ達と、一፳に活動することによってəっくりと

話すことができɑした。　　　　　　　   （1・ף 年ඒ生）

ボランティアセンターでの説明を聞いて、自分でも何

かやってみたいというધȴになったのでՎӏしɑした。

自分たȴでᤍのɾミをથっていき、だんだんとɾミがな

くなっていくことがすȧくધȴ良かったです。

（ኍӁᣲ・1 年ඒ生）

分 野 環境

内 容 ธ川୧のຏો活動（川ો）

日 程 ４月29日（日）

感 想

大学生活をЭ実Ȩせたいと९ったので、Ȱの一環とし

てボランティア活動にՎӏしɑした。川をきɟいにす

ることができ、Э実感を֞わうことができɑした。

（୫・1 年ඒ生）

社会的な̈́܍活動に一度Վӏしてみたいと९いՎӏし

ɑした。Վӏ者の人数が多かったので、たくȨんの人と

活動を通して交ํすることができɑした。ఊқのアイス

ʠレイクがあったのでᜆしみやすかったです。

（４年ඒ生͏上・ף）

10　学　生　の　声
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分 野 イʣント

内 容 キャンʓルのໄ϶、設Ꮪ、点火、࿁ȸけ（関大ą梅田キャンʓルナイト2018）

日 程 ６月１日（金）

感 想

Փ達と一፳にキャンʓルを᭰りつけたいと९ったのが

Վӏしたきっかけです。ጨ୦なٍで自分たȴも幸せ

なધȴになることができɑした。一፳に活動したаᢝ

方もᜆҒだったので、ާ心して活動することができɑし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　（୫・1 年ඒ生）

分 野 環境

内 容 観Ꮹԇ（高槻観ボランティア　～Ꮹしいᓹをަろう！～）

日 程 ７月８日（日）

感 想

前回ボランティア活動にՎӏして、Э実感をीること

ができたのでもう一度Վӏしたいと९いՎӏしɑした。

地域のͳの方とɈɟあうことができたのが良かったで

す。　　　　　　　　　　　　　　（ኍӁᣲ・1 年ඒ生）

߬来教職に߿くことをॖఖしているので、1 度ボラン

ティアにՎӏしたいと९いՎӏしɑした。同じ目的をધっ

た͓間と活動することで、い中たくȨん動いても楽し

いと९うことができɑした。　　　　　　（2・ף 年ඒ生）

分 野 イʣント

内 容 キャンʓルのໄ϶、設Ꮪ、点火、࿁ȸけ（千里キャンʓルローʓ2018）

日 程 10月27日（土）

感 想

ボランティア活動に、1 度Վӏしてみたい！と९いՎ

ӏしɑした。一፳に活動しているаᢝ方が的ᆬに指ᇉを

してくだȨったので、ާ心して楽しく活動することがで

きɑした。（ጽຑ・1 年ඒ生）

分 野 環境

内 容 大学֚ᣃのຏો活動（関大クリーン大作 in 梅田）

日 程 12月２日（日）

感 想

Փ人からのྒརないで、ボランティア活動のࢥをࢿ

ȥたいという९いもあり、Վӏしɑした。学生スタッフ

の方ȁが˿体的に、ᤆ営やۦけをしてくだȨったおか

ȥで、楽しく活動を行うことができɑした。（法・2 年ඒ生）

Փ人に紹介してもらったのと、大学からのȈおᅺらせȉ

を見てᒾ֞をધȴՎӏしɑした。大人数で同じボランティ

ア活動をすることで、一体感を感じることができɑした。

（୫・1 年ඒ生）
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分 野 イʣント

内 容
子どもの職業体験ʠースᛃӒ、サイエンスセミナー実施ᛃӒ、ミズʘํ॔者学ಇ実施ᛃ

Ӓ（ɑȴÆÕNɑつり in 関西大学2018）

日 程 12月９日（日）

感 想

۳に行わɟたȈキッズミューʂアムᴽ関西大学ԩ࿎館ȉ

にもՎӏȨせていただいたのですが、子どもとɈɟあう

活動がܧきなので今回もՎӏしɑした。活動は自由に動

かせていただくことができて、子どもたȴともɈɟあう

ことができ楽しかったです。　　　　　（ጽຑ・4 年ඒ生）

自分のᒾ֞のあるᇼ学のᅺឧを活かすことができると

९ったのでՎӏしɑした。ௐボランティア活動にՎӏ

することがなかなかできないので、いいൡ会になったの

と同時に子どもがんでくɟて楽しかったです。

　　　　　　　　　　　　（理工学研ሱᇼ・ń２年ඒ生）

分 野 ᣁ業

内 容 吹田くわいのՖሮᛃӒ（ᰀ力ᄉ見¡¡吹田クワイՖሮボランティア）

日 程 12月16日（日）

感 想

Ֆሮ作業というものをጽ験したことがなかったので、1

度ጽ験してみたいと९いՎӏしɑした。ȿかるみの中の

作業で、ᣁ業の大۰Ȩと楽しȨについてᡵをもってᅺる

ことができɑした。　　　　　　　　　（ጽຑ・1 年ඒ生）

くわいՖሮという一֞ᤏうボランティア活動にᒾ֞を

ऀかɟたのでՎӏしɑした。日ࢠ生活の中ではなかなか

ጽ験することができないᣁ業作業をጽ験できてよかった

です。　　　　　　　　　　　　　　　　（法・2 年ඒ生）

分 野 環境

内 容 ธ川୧のຏો活動（第２回　大和川大ો～力を合わせて大和川にᢚきと感動を～）

日 程 ２月17日（日）

感 想

大和川のຏોをクラʠの部員全員で行うことで、部と

して˿体ॴをધって行動ができるようになると९いՎ

ӏしɑした。部員同ۢだけでなく、ௐなかなかする

ൡ会がないͅクラʠの部員とも交ํすることができてよ

かったです。　　　　　　　　　　（人間健康・3 年ඒ生）

大ൌなボランティアにՎӏしたことがなかったので、

1 度Վӏしてみたいと९いՎӏしɑした。大人数でのો

ということで、ࢿኰٍにわたって፩Ჲにすることがで

き、ɑた、ボランティアを通してたくȨんの人と交ํを

することができɑした。　　　　　　　　（1・ף 年ඒ生）
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ボランティアセンター内規
　 制定　平成17年４月28日　

（ᠲ　）

第１条　この内規は、関西大学学生センター規程（以下「規程」という。）第12条第２項の規定に基づき設置す
るボランティアセンター（以下「センター」という。）の運営等に関して必要な事項を定めるものとする。

（目　的）

第２条　センターは、本学学生の社会参画活動を支援することにより、学生の自主性及び社会性の涵養に資する
ことを目的とする。

（事　業）

第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（1）ボランティアの相談に関すること。
（2）ボランティア情報の収集及び提供に関すること。
（3）ボランティア講習会に関すること。
（4）関係行政機関、学外ボランティア団体等との連携・協力に関すること。
（5）その他ボランティアに関すること。

（登　録）

第４条　センターの利用を希望する学生は登録するものとする。
（センター長）

第５条　センターにセンター長を置き、学生センター所長をもって充てる。
（ボランティア連絡協議会）

第６条　センターにおけるボランティアの基本方針、具体的活動内容等を協議するため、規程第12条第２項の規
定によりボランティア連絡協議会（以下｢協議会｣という。）を置く。

　２　協議会は、次の者をもって構成する。
（1）センター長
（2）学生センター副所長　１名
（3）専任教育職員のうちから学長が指名する者　若干名
（4）学生サービス事務局長
（5）学生サービス事務局次長
（6）ボランティア活動支援グループ長
（7）事務職員（ボランティア活動支援グループ・高槻キャンパスグループ・高槻ミューズキャンパスグルー

プ・堺キャンパス事務室）若干名
　３　協議会の議長は、センター長とし、副議長は、議長の指名による。
　４　第２項第１号、第２号及び第４号から第６号までに規定する委員の任期は役職在任中とする。
　５　第２項第３号に規定する委員の任期は２年とし、再任を妨げない。
　６　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、前任者の残

任期間とする。
　７　協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。
（学生スタッフ）

第７条　センターに、学生スタッフを置く。
　２　学生スタッフは、第３条に規定する事業に参画し、本学学生のボランティア活動を支援するものとする。
第８条　この内規に定めるもののほか、ボランティアに関し必要な事項は、協議会の議を経て定める。
（事　ө）

第９条　ボランティアに関する事務は、ボランティア活動支援グループが行う。
　附　則
　　この内規は、平成17年４月１日から施行する。
　附　則
　　この内規（改正）は、平成18年10月12日から施行し、平成18年8月1日から適用する。
　附　則
　　この内規（改正）は、平成21年４月１日から施行する。
　附　則
　　この内規（改正）は、平成22年４月1日から施行する。
　附　則　
１　この内規（改正）は、平成26年４月１日から施行する。
２　この内規（改正）施行の際に第６条第２項第３号により選出される委員の任期は、同条第５項の規定にかか
わらず平成26年９月30日までとする。

11　資　　　料
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関西大学ボランティアセンターにおけるボランティア団体の紹介に関する方針
　2007年１月11日　

　関西大学ボランティアセンターでは、以下に該当するボランティア団体の活動を紹介します。
　　１　公益性・公共性が高い活動。
　　２　営利を目的としない活動。
　　３　活動にあたり、安全性が高いと判断される活動。
　　４　受け入れた学生に対し、教育的配慮を伴った対応をする団体における活動。

（１）ボランティア募集の受͇

①初めてボランティア活動を募集する団体は、「団体の責任者の名刺」、「組織概要がわかるパンフ
レット等」および「ボランティア募集チラシ（A4サイズに限る）」を持参のうえ、来室をお願いしま
す。（教育委員会等の公共的機関の場合はこの限りではありません。）
②来室時に所定の「ボランティア団体登録用紙」に記入をお願いします。
③ボランティア募集団体には、必要に応じて、規約、役員名簿、収支報告書、活動報告等の団体の実績
がわかる書類等の提出をお願いすることがあります。あらかじめご了承ください。
④学生等がボランティア活動を行った際に、募集条件と異なる状況が判明した場合、精神的・肉体的苦
痛を受けた場合等には、そのボランティア団体の募集を停止します。
⑤個人からのボランティア募集は受付いたしません。（地域の社会福祉協議会、大阪ボランティア協会
およびその他関連機関へご依頼ください。）

（２）ボランティアي体・活動のᤣ定ژໄ（以下に該当するものは受付できません。また、この選定基準
は受付時のみでなく、活動中にも適用いたします。）
①法令に違反するもの。
②公序良俗に反するもの。
③人体に有害なもの、危険が伴うもの。
④政治的・宗教的活動を主たる目的とするもの。
⑤関西大学ボランティア連絡協議会が不適当であると判断するもの。

（３）ボランティア受けоɟي体との႑し合わせ

　ボランティア受け入れ団体と関西大学ボランティアセンターとは、以下の点を申し合わせ事項として
確認します。
①ボランティア受け入れ団体はボランティア申込者に対し、活動内容や条件等を提示し、その内容につ
いて両者の間で合意のうえ、活動を始めることとする。
②ボランティア受け入れ団体は活動を始める前に、オリエンテーション等を実施し、活動に必要な情報
や留意点をあらかじめ伝達し、活動が始まった後は、必要に応じて研修・支援等を行うこととする。
③ボランティア活動中は、各団体ボランティア担当スタッフとともに活動を行うこととする。
④学生がボランティア活動を行う際には、あらかじめボランティア保険に加入していることを必ず確認
し、未加入の場合は活動させないこととする。
⑤次の内容を含む活動については紹介できないこととする。
（ア）22時以降６時までの深夜早朝活動
（イ）精神的、肉体的苦痛が心配されるもの
（ウ）水泳監視、ベビーシッターおよび病人の介護等の人命にかかわることが予想されるもの
（エ）車の運転
（オ）本来、有資格者によってなされるべき活動

（４）е事ᬱ

　　ボランティアセンターで紹介するボランティア情報に関して発生したトラブル等に対し、ボランティ
アセンターでは責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

以　上　

― 75 ―



2018年度　事務組織図 

法 人 本 部

大 学 本 部

常
任
理
事
会

理

事

会

総 合 企 画 室

総 務 局

財 務 局

管 財 局

初 等 中 等 教 育 事 務 局

学 長 室

学 事 局

高 槻 事 務 局

堺 事 務 局

入 試 事 務 局

学 生 サ ー ビ ス 事 務 局

キ ャ リ ア セ ン タ ー 事 務 局

学 術 情 報 事 務 局

内 部 監 査 室

国 際 教 育 グ ル ー プ
国 際 連 携 グ ル ー プ
国 際 プ ラ ザ グ ル ー プ

入 試・高 大 接 続 グ ル ー プ
大 学 院 入 試 グ ル ー プ
入 試 広 報 グ ル ー プ

教 務 事 務 グ ル ー プ
授 業 支 援 グ ル ー プ
学生相談・支援センター事務グループ
学 部 ・ 大 学 院 事 務 グ ル ー プ
専 門 職 大 学 院 事 務 グ ル ー プ

秘 書 課
総 務 課
人 材 開 発 課

東 京 セ ン タ ー

管 財 課

初 等 中 等 教 育 課
第一高等学校・第一中学校・幼稚園事務室
北 陽 事 務 室
初等部・中等部・高等部事務室

学 長 課

高 槻 キ ャ ン パ ス 事 務 グ ル ー プ
高槻ミューズキャンパス事務グループ

堺 キ ャ ン パ ス 事 務 室

保 健 管 理 セ ン タ ー 事 務 室

キャリアセンター事務グループ
キャリアセンター理工系事務グループ

学 生 生 活 支 援 グ ル ー プ
奨 学 支 援 グ ル ー プ
ボランティア活動支援グループ
ス ポ ー ツ 振 興 グ ル ー プ

研 究 支 援・社 会 連 携 グ ル ー プ
研 究 所 事 務 グ ル ー プ
先端科学技術推進機構グループ
地 域 連 携・高 大 連 携 グ ル ー プ

企 画 管 理 課
広 報 課

財 務 課
出 納 課

給 与 ・ 福 利 厚 生 課

梅 田 事 務 局 梅 田 キ ャ ン パ ス 事 務 室

エクステンション･リードセンター事務グループ

図 書 館 事 務 室
博 物 館 事 務 室
出 版 部 出 版 課
情 報 推 進 グ ル ー プ
情 報 基 盤 グ ル ー プ

（2018年4月1日現在）
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2018年度　関西大学ボランティア連絡協議会委員

2018年度ボランティア活動支援グループスタッフ

所　　ࠖ  ・  　　ಐ 氏　　　　名 ͖　　期 ϶　　考

ボランティアセンター長
（ኍӁᣲ学部・教授）

岡 本 哲 和 役職͖期中 委員長

学生センター副所長
（ԇ学生֤工学部・教授）

松 村 շ α 役職͖期中 副委員長

社会学部・教授 ӏ ጞ গ 子
2016®10®1

～2018®9®30

人間健康学部・准教授 ཊ 　 ᔐ ˰
2016®10®1

～2018®9®30

ኍӁᣲ学部・教授 ൞ ՠ ӫ 利
2016®10®1

～2020®9®30

人間健康学部・准教授 福 田 у 教
2018®10®1

～2020®9®30

システム理工学部・准教授 π 田 純 一
2018®10®1

～2020®9®30

学生サーʝス事өࠈ長 村 上  ॖ 役職͖期中

学生サーʝス事өࠈඒ長 ᦣ 木 צ ᇑ 役職͖期中

ボランティア活動支援グループ長 堀 　 ऺ 子 役職͖期中

ボランティア活動支援グループ 小 川  行

ボランティア活動支援グループ 村 上 翔 也

高槻キャンパス事өグループ
ᖖ 田  গ
շ 田 ঢ় 子

高槻ミューズキャンパス事өグループ
ࡀ 田 　 純
ʹ ᗵ  大
ൂ ՠ 翔 太

キャンパス事ө室ګ
市 　 川 　 ᅊ 理 子
٪ 田 Т ॖ

ボランティア活動支援グループ長 堀 　 ऺ 子

ボランティア活動支援グループ

小 川  行

村 上 翔 也

山 本 未 

三 浦 　 ᔡ
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ふくしおおさか 12月号（2018年12月1日発行）

12　ボランティアセンター紹介記事
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ふくしおおさか 12月号（2018年12月1日発行）

12　ボランティアセンター紹介記事
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େֶҊ201�（2018年�月発行）
ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年�月1�日ࡌܝ）
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େֶҊ201�（2018年�月発行）
ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年�月1�日ࡌܝ）
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ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年�月2�日ࡌܝ）
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ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年�月�日ࡌܝ）ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年�月2�日ࡌܝ）
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ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年�月�日ࡌܝ）
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ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年�月2�日ࡌܝ）ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年�月�日ࡌܝ）
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ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年11月1日ࡌܝ）
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ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年11月1日ࡌܝ）ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年11月1日ࡌܝ）
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ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年12月�日ࡌܝ）
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ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（2018年12月�日ࡌܝ） ؔେֶϗʔϜϖʔδɹτϐοΫεࣄه（201�年2月20日ࡌܝ）
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編 集 後 記

昨今、ほとんどの人がテレビやインターネットを通じて「ボランティア」という言葉を聞い

たことがあることかと思います。この「ボランティア」という５文字はカタカナ語のように

言葉を聞くだけで様々なイメージが連想されると思います。

しかし、実際にボランティア活動に参加したことがあるという方は、まだまだ少ないのでは

ないでしょうか。

私はボランティアセンターに配属となるまで、「ボランティア」という言葉を聞いて、抽象的

なイメージしか湧きませんでした。それはあながち間違っておらず、実際に活動は環境保全活動・

地域活性化・イベントのサポート活動など多岐にわたります。しかし、ボランティア活動に共

通する “ 想い ” については、似通っているように思います。それは、「放っておけない！」とい

う想いです。

自分にとって大切な人が困りごとを抱えているとき、みなさんはどう思いますか？自分のこ

とのように捉え、「なにか協力できないかな」と考える人が多いと思います。実はボランティア

活動も似ているところがあります。

ボランティア活動が求められる背景には、社会の歪み（ひずみ）が隠れていることがあります。

そして、その歪みの向こう側には困っている人たちがいます。その困りごとに対し、「このまま

放っておけない。自分にできることあるかな？」という気持ちが浮かんできたなら、それはボ

ランティアの第一歩だと思います。

私はボランティアセンターで５年間を過ごし、多種多様なボランティアを通じ、たくさんの

人と関わらせていただきました。たくさんの “ 困った ” と、“ ありがとう ” を聞いてきました。

ボランティア現場での様々な人との出会いは、自分にとって家族が増えているような気持ちす

ら抱かせます。

当センターは、ボランティア活動と関大生の架け橋をかけるため、多彩なプログラムの提供

及びボランティア情報の収集・紹介等を行っています。みなさんの「何かできることあるかな」

の先を一緒に探します。少しでもボランティアに興味を持たれた皆さん、ぜひボランティアセ

ンターにお越しください。

皆さんとお会いできる日を当センター一同、心よりお待ちしています。

ボランティア活動支援グループ　

　　村　上　翔　也　
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